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同
窓
会
会
員
各
位
に
は
、
日
頃
よ
り
同

窓
会
活
動
に
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご

協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
続
く
中
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
自
粛
要
請
で
の
雇
用
や
日
々
の
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
奮
闘

し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
不
確
実
な
環
境
変
化
に
適
応
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
生
活
を
送
る

に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
精
選
し
、
新
様

式
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
変
革
す
る

勇
気
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る
日
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
新
生
活
に
向
け
て
少
し
ず
つ
準
備

す
る
時
間
に
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
、
１
２
０
周
年
記
念
事
業

が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
夏
に
行
っ

て
い
る
総
会
も
様
子
を
見
な
が
ら
実
施
す

る
か
を
考
え
ま
し
た
が
中
止
し
ま
し
た
。

関
東
・
関
西
支
部
の
活
動
も
今
年
度
は
ほ

と
ん
ど
中
止
に
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

金
沢
商
業
の
年
間
行
事
も
ほ
と
ん
ど
が

中
止
や
縮
小
と
な
り
、
生
徒
た
ち
は
寂
し

い
思
い
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
で
は
現
実
を
受
け
止
め
き
る
こ

と
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
一
色
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人

生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
中
で
、
生

徒
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
約
80
年
生
き
て

い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
か
ら
、

生
き
て
い
く
う
え
で
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
言

葉
を
贈
り
ま
す
。
歌
舞
伎
の
世
界
に「
型
破

り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的
な

こ
と
を
身
に
付
け
た
上
で
、
型
を
超
え
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
基

本
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
の
に
独
創
的

な
方
向
に
進
む
こ
と
は
「
型
な
し
」
と
言
い

ま
す
。
高
校
時
代
に
し
っ
か
り
基
本
の
礎

を
築
き
、
多
く
の
型
を
修
得
し
、
将
来
様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
創
立

１
２
０
周
年
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
寄
付

金
の
ご
依
頼
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

将
来
を
担
う
在
校
生
の
た
め
、
母
校
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
寄
付
金
の
ご
協
力
を

引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
に
は
、
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

金
商
菫
台
同
窓
会
会
長　

 

藤
澤
秀
紀

コ
ロ
ナ
禍
を
打
破
す
る

コ
ロ
ナ
禍
を
打
破
す
る
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シンガポールとの交流もオンラインでの交流となりました。

集会は間隔をとり、換気した中で行いました。

学
校
長　

 

中
本 

忠
彦

　

平
素
は
母
校
の
発
展
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
大
き
な
災
厄
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
昨
年
、
母
校
は
創
立
１
２
０
年
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
31
日
に
予
定

を
し
て
お
り
ま
し
た
記
念
式
典
に
つ
き
ま
し

て
は
、
や
む
な
く
令
和
３
年
の
11
月
14
日
に

延
期
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
感
染
症
の
拡
大
が
経
済
社
会
活
動
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
就
職
に
つ
き
ま
し
て
は
、
求
人

件
数
が
昨
年
度
よ
り
３
割
ほ
ど
減
少
い
た
し

ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
よ
る
熱
心
な
面
接
指

導
な
ど
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
就
職
希

望
者
の
ほ
ぼ
全
員
の
内
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

進
学
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
生
徒
が
第
１
志

望
の
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
金
沢
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

さ
ん
か
ら
の
紹
介
で
留
学
生
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
昨
年
１
月
に
来
日
し
た
留
学
生
の
歓

迎
会
に
招
待
さ
れ
た
の
で
す
が
、
都
合
に
よ

り
欠
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
代
わ
り

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
送
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
会
場
は
市
内
の
有
名
な
老
舗
レ
ス
ト

ラ
ン
。
昨
年
度
卒
業
し
た
Ｎ
君
の
勤
務
先
だ

っ
た
の
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
渡
し
て

も
ら
お
う
と
開
店
準
備
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

行
き
、
Ｎ
君
を
呼
び
出
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
長
い
コ
ッ
ク
帽
を
被
っ
た
シ
ェ
フ
が

現
れ
、「
私
が
Ｎ
で
す
が
。」
…
…
事
情
を
話

す
と
、
そ
の
方
も
金
商
Ｏ
Ｂ
。
18
期
生
だ
そ

う
で
す
。

　

時
間
や
距
離
を
隔
て
て
も
つ
な
が
っ
て
い

る
…
…
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

春高バレーは県大会の決勝のみ会場で応援できました。

手作りのパネルで飛沫を防ぐ工夫をしました。

ご
挨
拶

ご
挨
拶
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令和元年度　収支計算書
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令和２年度　収支予算書
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令和元年度　金商菫台同窓会事業経過報告

令和２年度　金商菫台同窓会事業計画

年　月　日

令和元 7.20㊏
　　　 7.20㊏
　　　 7.20㊏
　　　 8.17㊏
　　　 8.20㊏
　　　 8.28㊌
　　　 8.29㊍
　　　 8.末
　　　 9. 3㊋～8㊐
　　　 9.13㊎
　　　 9.20㊎
　　　 9.21㊏
　　　 9.30㊊
　　　10. 5㊏
　　　10.19㊏・20㊐
　　　11.16㊏
　　　11.26㊋
　　　11.30㊐
　　　12. 1㊐
　　　12. 6㊎
令和2. 1.16㊍
　　　 1.25㊏
　　　 1.26㊐
　　　 1.30㊍
　　　 1.31㊎
　　　 2.10㊊
　　　 2.13㊍
　　　 2.28㊎

　　　 3.18㊌
　　　 3.末
　　　 5.27㊌
　　　 6.20㊏
　　　 6.27㊏
　　　 6.27㊏

年　月　日

令和2.7.
　　　7.
　　　8.22㊏

　　　8.27㊍
　　　8.28㊎

　　　　未定
10.27㊋～11.1㊐

　　　10.31㊏

　　　11. 1㊐

　　　11末～12月初
令和3.　未定
　　　　未定
　　　2.未定
　　　2.26㊎
　　　2.26㊎
　　　2.26㊎
　　　　未定
　　　　未定

場　　所

金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
ホテル金沢2Fダイヤモンドルーム（A）
ホテル金沢2Fダイヤモンドルーム（A）
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
21世紀美術館市民ギャラリーB
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢セントラルカントリー倶楽部
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢市文化ホール
県庁19F展望ロビー
金沢商業高校
金沢商業高校

「主婦会館 プラザエフ」（東京）
「大阪第一ホテル」6F（大阪）
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校

金沢商業高校

金沢商業高校

金沢商業高校

場　　所

ホテル金沢2Fダイヤモンドルーム
　　　　　

金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢市文化ホール
21世紀美術館市民ギャラリーB
石川県立音楽堂コンサートホール
ホテル金沢2Fダイヤモンドルーム（A）
片山津ゴルフ倶楽部
県庁19F展望ロビー
金沢商業高校
未定（大阪）

「主婦会館 プラザエフ」（東京）
金沢商業高校
金沢商業高校
金沢商業高校
A4・カラー版

「主婦会館 プラザエフ」（東京）
未定（大阪）

内　　　容

◎奨学奨励基金管理委員会（第56回）
◎常任理事会
◎120周年部会委員会
◎金商菫台同窓会総会
◎120周年案内資料発送の為の準備
◎母校３年生　模擬面接指導１日目
◎母校３年生　模擬面接指導２日目
◎120周年案内資料発送（金商高41回生まで）
◎第9回金商菫台卒業生美術展
◎120周年式典部会
◎120周年総務部会
◎親善ゴルフ大会（中止）
◎120周年式典部会
◎120周年式典部会
◎金商デパート（同窓会広場開催）
◎120周年第１回中間報告会
◎第１回プレス委員会
◎第10回吹奏楽部　定期演奏会
◎コール・グロリア　県庁ロビーコンサート
◎第２回プレス委員会
◎第３回プレス委員会
◎関東支部新年会
◎関西支部新年会
◎第４回プレス委員会
◎奨学奨励基金管理委員会（第57回）
◎㈱「王座金商」株主総会
◎第５回プレス委員会（最終校正）
◎「同窓会奨学奨励賞」授与式
◎金商高校第60回卒業生・同窓会入会式
◎金商菫台プレス第60号・発刊
◎役員・関東支部・関西支部　プレス発送
◎120周年案内資料発送（金商高42回生～60回生まで）
◎120周年記念大会開催の再検討に係る打ち合わせ会議
◎関東支部令和2年総会	 中止※

◎関西支部令和2年総会	 中止※

◎新型コロナによる総会・常任理事会の開催の検討会

内　　　容

◎奨学奨励基金管理委員会（第58回）中止（書面決済）
◎常任理事会　中止（書面決済）
◎金商菫台同窓会総会
　１．令和元年度事業経過・収支決算報告
　２．令和2年度事業計画（案）・収支予算（案）審議
　３．役員一部改選・審議　４．その他（報告）　懇親会　
◎母校３年生　模擬面接指導１日目
◎母校３年生　模擬面接指導２日目
◎金商デパート				    中止※

◎第11回吹奏楽部　定期演奏会
◎第10回金商菫台卒業生美術展		  延期※

金沢商業高等学校創立120周年記念大会	 延期※

金商菫台同窓会母校創立120周年記念全国大会	延期※

◎親善ゴルフ大会				    延期※

◎コール・グロリア県庁ロビーコンサート	 中止※

◎第１回プレス委員会（第61号）
◎関西支部新年会
◎関東支部新年会
◎奨学奨励基金管理委員会（第59回）
◎「同窓会奨学奨励賞」授与式
◎金商高校第62回卒業生・同窓会入会式
◎金商菫台プレス第61号・発刊
◎関東同窓会支部総会
◎関西同窓会支部総会

 ※（新型コロナウイルス感染防止のため）
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小
川
甚
次
郎

池
田

　典
明

若
林

　佳
生

石
田

　雅
裕

中
村

　
　勉

吉
田

　
　茂

西
野

　秀
夫

田
矢
誠
一
郎

福
田

　太
郎

本
田

　芳
郎

北
川
太
一
郎

　

　

得
永

　
　宏

宮
保

　
　孝

野
脇

　
　格

山
本
健
太
郎

泉

　
　俊
光

半
田

　律
子

中
嶋

　勇
作

渡
邊

　
　聰

耕
田

　鏡
子

岡
山

　邦
雄

五
嶋

　吉
人

上
田

　芳
子

砺
波

　重
介

樫
見

　昭
夫

久
井

　彰
継

石
野

　佳
子

髙
木

　武
夫

高
井

　秀
司

羽
柴

　直
子

崎
田

　孝
行

岩
井

　克
義

坂
井

　武
夫

越
田

　正
人

上
出

　正
博

中
田

　光
子

村
上

　哲
夫

山
崎

　賢
一

山
田

　雅
美

加
藤
由
美
子

竹
田
な
を
美

干
潟

　孝
信

宮
野

　勇
造

北
川

　
　勲

高
嶋

　一
明

金
﨑

　祐
一

野
原

　康
宏

村
田

　修
二

武
田

　剛
司

中
村
早
智
子

野
本

　正
人

中
川

　俊
一

三
好

　保
隆

成
保
外
美
恵

斉
田

　
　均

寺
分

　喜
一

　

　

　

　

　

　

　

　

石
屋

　寛
治

野
里

　知
昭

米
川

　
　正

中
村

　文
子

藤
谷

　忠
安

熊
谷

　宗
恵

宮
本

　慎
一

牧
野
由
紀
子

松
本

　晴
代

今
井

　一
子

鏑
木

　敦
子

駒
帰

　茂
紀

入
口

　隆
雄

平
沢

　吉
隆

岡
部

　憲
昌

釜
谷

　匡
子

木
村

　雅
美

虎
井

　勝
義

苗
加

　信
勝

三
嶋

　京
子

村
上

　秀
吾

石
田

　
　徴

中
島

　節
子

田
川

　
　茂

岡
部

　
　瞳

坪

　
　勇

泉

　
　康
子

吉
田

　弘
之

藤
田

　憲
武

無
量
井
次
歳

辻
口

　明
美

涌
田

　益
守

松
波

　晴
信

杉
本

　正
一

岩
倉

　正
信

本

　
　則
夫

杉
宮

　文
子

牧
野

　伸
一

荒
木
喜
美
子

坂
本
真
智
子

中
村

　
　覚

洞
庭

　俊
夫

高
田

　道
啓

近
岡

　光
子

河
崎

　吉
則

岩
本

　幸
子

吉
倉

　修
一

高
畠

　恵
子

角
田

　英
育

山
崎

　雅
美

川
合

　智
栄

中
村

　利
朗

重
原

　恵
美

小
林

　美
詠

小
屋

　
　博

谷
口
久
美
子

江
尻

　道
代

谷
本
裕
美
子

竹
村

　文
代

山
元

　哲
冶

瀬
川

　憲
章

砂
山

　久
基

野
村

　圭
作

岸

　
　景
子

寺
西

　正
彰

梶
田

　
　誠

大
友

　
　泰

綿
谷

　和
明

林

　
　弘
樹

吉
川

　武
司

中
野

　善
成

野
々
市
真
子

吉
井

　
　繁

木
下

　洋
子

日
向

　信
夫

藤
井

　勝
志

喜
田

　浩
一

中
岡
ち
ま
き

小
村

　勝
哉

徳
山
さ
を
り

満
留

　仁
恵

山
科

　雅
之

加
藤

　恵
美

樋
口

　敦
志

中
田

　鉄
夫

山
下

　賢
悟

示
村

　美
絵

座
主

　由
紀

中
村

　直
人

中
根

　美
紀

新
井

　千
春

石
尾

　
　俊

森

　
　勝
也

喜
多

　香
織

村
本

　勇
気

薬
師
寺
亜
作
美

本
山

　茂
樹

高
木

　哲
也

山
本

　裕
子

森

　
　一
史

濱
田

　泰
範

山
長

　千
紗

河
島

　
　洵

小
山
小
百
合

新
出

　大
輔

米
田

　早
織

乙
谷

　忠
秀

竹
居

　明
佳

沢
田

　
　充

細
川

　美
香

後
藤

　己
武

田
口
夕
紀
子

田
中

　
　始

河
合

　美
貴

鶴
岡

　昌
敏

池
田

　小
穂

金
森

　遊
学

前
田
知
菜
実

山
本

　隼
也

野
村

　真
佑

山
内

　直
樹

前
多

　夏
海

泉

　
　達
也

平
田

　紅
葉

七
黒

　勇
太

中
川
真
佑
花

吉
田

　拓
矢

大
野

　早
穂

小
倉
壮
一
朗

西
谷

　朋
華

菊
田

　
　力

岩
館

　千
秋

不
破

　大
誠

野
崎

　藍
里

松
原

　孝
樹

田
村

　梨
華

松
本

　竜
馬

喜
多
つ
か
さ

中
泉

　友
治

川
上

　一
夫

　

　

　

西
野

　秀
夫

　

　

　

　

高
橋

　嘉
孝

長
田

　文
子

吉
田

　弘
之

藤
垣

　晴
夫

高
嶋

　一
明

河
崎

　吉
則

岩
本

　幸
子

村
田

　修
二

高
木

　光
昭

成
保
外
美
恵

竹
川

　晃
代

北
村

　由
美

小
木

　法
子

内
島

　雅
一

長
山

　健
一

竹
内

　
　衛

荒
木
田
正
人

口
田

　美
月

金
商
高

理

　
事

金

　商

菫

　台

金
商
高

(西)(東)(東)(東)(西)(菫)(東)(西)(懇)

(東)(西)(東)(西)(美)

(西)(東)(西)(西)(東)

(東)

(兼)(兼)(兼)(兼)(兼)
教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

◉
・・
新
任

(兼)
・・
兼
任

(東)
・・
関
東
支
部

(西)
・・
関
西
支
部

(菫)
・・
菫
台
同
窓
会
会
長

(懇)
・・
懇
話
会
幹
事
長

(ゴ)
・・
ゴ
ル
フ
部
会

(Ｇ)
・・
コ
ー
ル
・
グ
ロ
リ
ア

(美)
・・
美
術
展

(ゴ)(Ｇ)(西)

◉◉◉

令和２年度　金商菫台同窓会役員名簿
（敬称略）
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関
西
支
部
長　
　
　

高

桑

外

昭

（
金
商
高
６
期
）

　

令
和
２
年
２
月
に
入
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
・
世
界
的
な

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
表
さ
れ
る
。
以
来
、

日
常
生
活
が
一
変
、
人
の
集
ま
り
が
制

限
さ
れ
同
窓
会
活
動
が
停
滞
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
に
な
る
残
念

な
年
と
な
っ
た
。
こ
の
１
年
を
役
員
間

の
連
絡
文
書
で
振
り
返
り
、
活
動
報
告

に
代
え
ま
す
。

２
０
２
０
年
１
月

　

新
年
会
を
終
え
て
、
令
和
２
年
度
の

計
画
準
備
に
入
る
。

　

令
和
２
年
度
の
関
西
支
部

　

今
後
の
行
事
予
定
概
要

２
月　

役
員
会
・
総
会
企
画
基
本
決
め
。

本
部
１
２
０
周
記
念
行
事
を
重

点
と
し
た
企
画
と
支
部
総
会
。開

催
方
法
の
検
討（
場
所
・
講
演
・
講

話
な
ど
）

３
月　

総
会
準
備　

予
算
概
要

４
月　

進
行
計
画

５
月　

総
会
案
内
文
書
発
送

６
月　

令
和
２
年
度
総
会（
６
月
14
日
、

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪

予
定
）

７
月　

総
会
フ
ォ
ロ
ー（
７
月
24
日
～
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
）

10
月　

関
西
支
部
同
好
会
／
参
加
者
募

集
。締
切
日
10
月
初
旬
。役
員
会

／
新
年
会
企
画（
１
２
０
周
年
記

念
大
会
・
祝
賀
会
、ホ
テ
ル
金
沢
）

11
月　

新
年
会
準
備

12
月　

新
年
会
案
内

令
和
３
年
１
月　

新
年
会
予
定

２
０
２
０
年
１
月
末

　

我
が
国
で
も
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
集

団
感
染
で
、新
型
コ
ロ
ナ
を
身
近
に
知
る

こ
と
に
な
る
。

２
０
２
０
年
４
月

令
和
２
年
度
の
活
動
開
始
に
当
た
っ
て

（
メ
ー
ル
送
信
）

関
西
支
部
役
員
各
位

関
西
支
部
長　

高
桑
外
昭

　

お
元
気
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。４
月
に

入
り
新
型
コ
ロ
ナ
は
拡
大
を
続
け
大
阪
・

滋
賀
他
に「
緊
急
事
態
宣
言
」が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
４
月
予
定
の
役

員
会
を
中
止
と
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、今
後
総
会
企
画
に
つ
い
て
役
員
の

会
合
無
し
で
、皆
様
の
ご
意
見
・
開
催
可

否
を
メ
ー
ル
等
で
決
定
い
た
し
た
く
、総

会
企
画
を
ご
一
読
い
た
だ
き
、可
否
の
ご

意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、①
総
会
実
施
は
リ
ス
ク
が
高

く
、開
催
中
止
が
ベ
タ
ー
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
新
年
会
や
来
年
度
の
総
会
へ
と

続
け
れ
ば
、こ
れ
も
対
応
策
と
思
い
ま
す
。

②
母
校
１
２
０
周
年
記
念
の
支
部
と
し

て
の
対
処
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
た
く
、

ま
た
③
総
会
中
止
の
場
合
の
書
面
評
決

を
実
施
か
否
か
の
ご
意
見
も
よ
ろ
し
く
。

総
会
企
画
に
あ
た
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
に
つ
い
て　
　
　
　

 

（
文
書
郵
送
）

関
西
支
部
役
員
各
位

◉
２
０
２
０
年
１
月
に
発
表
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で

の
感
染
拡
大
か
ら
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
爆
発
的

に
世
界
に
飛
び
出
し
拡
大
し
続
け
て
い

る
。CO

VID
-19pandem

ic

。
日
本
で
も

都
市
部
を
中
心
に
増
え
続
け
、
医
療
崩
壊

の
危
機
感
か
ら
４
月
７
日
に
政
府
の
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
た
。
対
象
は

７
都
府
県
（
関
西
で
は
大
阪
・
兵
庫
が
指

定
さ
れ
た
）。

関
西
支
部
活
動
報
告

奈良：又兵衛桜奈良：又兵衛桜
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◉
緊
急
事
態
宣
言
は
５
月
６
日
ま
で
の

期
間
、
外
出
や
集
会
な
ど
を
自
粛
要
請
。

　

関
西
支
部
は
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

４
月
の
役
員
会
は
中
止
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
の
検
討
依
頼
は
、
メ

ー
ル
等
で
の
意
見
交
換
と
い
た
し
た
く
、

総
会
の
是
非
検
討
。

�  

総
会
中
止
案

❶
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
専
門
家
会
議

で
も
見
通
し
が
無
く
、
爆
発
的
な
発
生
ピ

ー
ク
が
エ
リ
ア
に
よ
り
異
な
り
、
数
回

の
繰
り
返
し
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
来

年
ま
で
続
く
と
の
見
方
も
あ
る
。

❷
最
近
は
若
年
層
も
感
染
の
警
告
が
さ

れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
が
犠
牲
の
大
半

で
あ
る
。

❸
緊
急
事
態
宣
言
が
終
わ
っ
て
も
、
感
染

自
体
は
続
く
こ
と
を
予
想
す
れ
ば
、
総

会
・
懇
親
会
・
高
齢
者
多
数
は
「
３
密
」

に
相
当
し
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
も
の

と
考
え
る
。

❹
案
内
方
法　

①
議
案
書
を
役
員
一
任

と
し
、
議
案
と
総
会
中
止
文
書
と
同
送
、

年
会
費
振
込
用
紙
を
同
封
す
る
。
②
書
面

評
決
と
し
、
議
案
の
書
面
評
決
案
内
に

承
認
用
は
が
き
を
セ
ッ
ト
し
送
付
。
回

答
を
返
信
願
う
。
振
込
用
紙
同
封
。　

＊
評
決
は
が
き
（
郵
便
は
が
き
か
私
製
は

が
き
の
検
討　

案
内
対
象
の
設
定
（
金
商

菫
台
プ
レ
ス
は
60
部
配
分
）

�  

総
会
実
施
案

❶
支
部
役
員
で
の
参
加
者
増
加
策
の
検

討
が
十
分
で
な
く
、
今
回
も
講
演
会
な

ど
案
が
な
い
。

❷
総
会
議
事
の
み
で
懇
親
会
無
し
の
総

会
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
魅
力
が
無
く
、

欠
席
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

❸
昨
年
の
総
会
は
時
間
の
関
係
か
ら
総

会
議
事
と
懇
親
会
の
み
で
実
施
し
た
の

で
、
今
年
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

❹
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
準
備
。

総
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
関
西
支
部

の
令
和
２
年
度
の
運
営
計
画
）
は
５
月
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
考
慮
無
し
で
作
成
。

今
年
度
前
半
日
程
に
つ
い
て

３
月　

後
半
に
役
員
会
予
定
す
る
が
、コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

４
月
20
日
以
降
に
予
定
。

４
月　

役
員
会
：
４
月
21
日
ま
た
は
４
月
25

日
、滋
賀
県
大
津
市
を
予
定（
総
会

企
画
書
作
成
は
４
月
20
日
ま
で
）。

５
月　

総
会
案
内
状
発
送
作
業
：
５
月
26
日

ま
で 

（
総
会
案
内
状
作
成
、出
欠
は

が
き
、封
筒
準
備
、年
会
費
振
込
用
紙

〔
捺
印
〕、宛
名
印
刷
、宛
名
シ
ー
ル

は
５
月
25
日
ま
で
）。

６
月　

議
案
書
作
成
：
コ
ピ
ー
、綴
じ
込
み

は
６
月
25
日
ま
で（
出
席
者
リ
ス
ト

当
日
持
参
）。

７
月　

総
会
フ
ォ
ロ
ー
：
総
会
出
席
、年
会
費

払
い
込
み
謝
礼
、郵
送
作
業
。

そ
の
他
参
考

�
関
東
支
部
の
予
定
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
５
月
予
定
か
ら
６
月
に
変
更
で
企
画

中
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
終
息
が
見

通
せ
な
い
の
で
、
代
案
と
し
て
総
会
を

や
め
て
書
面
評
決
も
考
え
て
い
る
。
関

東
は
役
員
会
で
前
打
ち
合
わ
せ
は
し
な

い
た
め
、
総
会
で
の
承
認
を
必
要
と
し

て
い
る
。
最
終
結
論
は
少
し
先
に
す
る

と
の
こ
と
。

�
関
西
支
部
と
し
て
は
、
本
部
の
１
２
０

周
年
記
念
行
事
の
開
催
是
非
に
つ
い
て

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
会
の
開
催
会
場
の
予
約
状
況

会
場
：
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪
宴

会
場
ス
バ
ル
。日
時
：
６
月
27
日
㊏
11
時

～
14
時
を
予
約（
２
０
２
０
年
３
月
１

日
）。同
ク
ラ
ブ
の「
同
窓
会
プ
ラ
ン
」を

利
用
。人
数
30
名（
最
低
保
証
20
名
）の

写
真
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
付
き（
当
初
開

催
予
定
日
６
月
28
日
㊐
を
希
望
し
た
が
、

同
会
場
６
月
の
日
曜
は
空
き
が
な
く
、５

月
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
が
始
ま
っ

て
い
て
、遅
い
日
程
を
考
慮
し
27
日
の
土

曜
を
計
画
し
た
）。そ
の
他
キ
ャ
ン
セ
ル

費
用
に
つ
い
て
：
開
催
日
の
31
～
15
日

ま
で
見
積
り
30
％
、14
～
８
日
ま
で
見
積

り
50
％
、以
降
は
１
０
０
％
。

準
備
：
会
計
決
算
報
告
は
高
田
会
計
が

３
月
末
で
ま
と
め
、書
類
準
備
。４
月
２

日
、高
田
・
高
桑
、梅
田
で
検
討
。虎
井
会

計
監
査
役
へ
資
料
送
付
し
、監
査
を
受
け

る
。４
月
中
旬
完
了
予
定
。２
年
度
予
算

書
の
作
成
：
決
算
書
を
も
と
に
今
年
の
活

動
計
画
・
金
額
見
積
り
、年
会
費
等
の
収

入
を
見
積
り
集
計
。総
会
時
の
併
設
：
講

演
会
や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
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議
案
書

第
１
号
議
案
：
元
年
度
活
動
報
告
。
支

部
の
現
状
、
総
会
、
懇
親
会
、
新
年
会
、

横
断
活
動
、
母
校
支
援
。

第
２
号
議
案
：
元
年
度
会
計
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
。

第
３
号
議
案
：
２
年
度
活
動
計
画
。
支

部
の
現
状
、
総
会
、
懇
親
会
、
新
年
会
、

横
断
活
動
、
母
校
支
援
。

第
４
号
議
案
：
２
年
度　

予
算（
案
）

そ
の
他
、
母
校
１
２
０
周
年
記
念
行
事
へ

の
支
部
と
し
て
の
対
応
。
金
沢
記
念
行

事
へ
の
参
加
や
募
金
の
ア
ピ
ー
ル
、
さ

ら
に
支
部
と
し
て
の
寄
付
な
ど
予
算
化

の
是
非
、
意
見
徴
収
。　
　
　
　

以
上

２
０
２
０
年
４
月
末

　

令
和
２
年
度
総
会
は
、議
案
書
を
送

付
し
書
面
表
決
に
決
定

５
月
20
日　

高
田
事
務
所
で
同
窓
会
書

面
評
決　

文
書
発
送（
３
役
で
実
行
）。

２
０
２
０
年
６
月
15
日

　

令
和
２
年
度
総
会（
書
面
表
決
）は
、

書
面
表
決
返
信
数
39
名
の
賛
成
を
受
け

承
認
と
す
る
。

２
０
２
０
年
９
月　

新
年
会
の
企
画
に
つ
い
て
意
見
交
換　

 

（
メ
ー
ル
送
信
お
よ
び
文
書
郵
送
）

関
西
支
部
役
員
各
位

　

コ
ロ
ナ
禍
、こ
こ
に
き
て
感
染
の
減
少

が
見
ら
れ
ま
す
。久
し
ぶ
り
の
連
休「
シ

ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」で
は
、Ｊ
Ｒ
や
高
速

道
路
で
の
人
や
車
が
増
え
ま
し
た
。私
も

Ｊ
Ｒ
駅
前
を
通
っ
て
人
混
み
に
驚
き
、世

間
で
は
フ
リ
ー
な
外
出
を
待
ち
望
ん
で

い
る
様
子
を
実
感
。Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
効
果
も
あ
る
み
た
い
で
す
ね
。

　

さ
て
首
題
の
件
、関
西
支
部
の
今
後
に

つ
い
て
、ま
ず
新
年
会
の
開
催
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

次
の
通
り
で
す
。

　

い
ず
さ
ん
：
高
齢
者
が
多
い
の
で
ど
う

で
し
ょ
う
？ 

東
大
阪
で
は
、大
規
模
な
も

の
は
早
々
と
中
止
の
所
が
多
い
で
す
ね
。場

所
の
選
定
な
ど
が
大
変
か
も
？

　

さ
き
さ
ん
：
私
た
ち
の
瀬
田
地
域
、大

津
市
、滋
賀
県
の
各
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
・
会
社

関
係
の
Ｏ
Ｂ
会
等
は
こ
と
ご
と
く
中
止
、自

粛
で
す
。ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、食
事

等
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
も
超
縮
小
的
な
新

年
会
に
な
る
の
で
は
…
。ま
た
、こ
の
時
期
、

金
沢
か
ら
来
ら
れ
る
の
も
い
か
が
な
も
の
か
。

　

ま
つ
さ
ん
：
コ
ロ
ナ
の
こ
の
先
に
つ
い
て

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。９
月
中
に
結
論
を
出
す

に
は
早
す
ぎ
る
気
が
し
ま
す
が
…
。そ
の
上

で
、新
年
会
は
中
止
し
て
、次
の
案
を
提
案

い
た
し
ま
す
。今
年
度
の
行
事
は
全
て
中
止

し
、コ
ロ
ナ
の
推
移
を
見
な
が
ら
令
和
３
年

４
月
に
総
会
を
開
催
す
る
方
向
で
準
備
に

入
る
。

　

総
会
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、会
場

設
営
面
で
コ
ロ
ナ
対
応
が
十
分
で
き
る
配
慮

を
す
る
こ
と
が
鍵
と
思
い
ま
す
。

　

追
伸
：
３
役
程
度
の
人
数
だ
っ
た
ら
、顔

合
わ
せ
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

た
か
さ
ん
：
今
後
の
企
画
な
ど
で
す
が
、

３
役
ま
た
は
役
員
で
一
度
集
ま
っ
て
話
し
合

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

私
の
参
加
す
る

他
の
会
議
で
も
10
人
以
内
で
あ
れ
ば
行
っ
て

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、マ
ス
ク
や
消
毒
な
ど
は

し
て
い
ま
す
。尼
崎
の
会
場
で
あ
れ
ば
十
分

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。で
き
れ
ば

10
月
上
旬
で
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
。新
年

会
は
今
の
状
況（
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
）だ

と
無
理
し
て
開
催
計
画
を
す
る
必
要
が
な

い
と
思
い
ま
す
。つ
ま
り
中
止
で
す
。

　

と
ら
さ
ん
：
来
年
の
新
年
会
実
施
を

見
通
す
こ
と
は
難
し
い
が
、実
施
を
前
提
と

す
る
な
ら
12
月
半
ば
ま
で
に
企
画
先
行
が

必
要
。感
染
防
止
の
配
慮
。参
加
人
数
の
考

慮
、会
場
ス
ペ
ー
ス
、座
席
の
配
置
、食
事
、

演
目
の
縮
小
な
ど
の
工
夫
が
必
要
。　

　

い
し
さ
ん
：
１
月
以
降
大
阪
に
は
一
度

も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。私
は
い
ろ
い
ろ
薬
を
持

っ
て
お
り
ま
す
関
係
上
、考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。大
阪
の
皆
さ
ん

に
お
任
せ
し
ま
す
。

　

く
わ
さ
ん
：
新
年
会
の
開
催
は
ワ
ク
チ

ン
が
摂
取
で
き
る
ま
で
は
中
止
す
べ
き
と
思

い
ま
す
。会
場
の
選
定
が
困
難
。飲
食
が
中

心
の
場
で
す
の
で
、離
れ
て
い
て
は
会
食
の

目
的
が
果
た
せ
な
い
。来
賓
の
こ
と
も
考
慮

す
べ
き
。
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以
上
の
意
見
の
集
約
と
し
て
、新
年
会

は
中
止
と
考
え
ま
す
。

10
月
７
日
㊌

　

関
西
支
部
活
動
の
今
後
の
進
め
方　

３
役
会　

場
所
：
大
阪
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト

ビ
ル
に
て
開
催

議
題
１　

同
好
会
、新
年
会
中
止
。来
年

　
　
　
　

度
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
。

意
見
：
総
会
を
４
月
に
早
め
て
実
施
す
る
。

課
題
：
①
４
月
に
ワ
ク
チ
ン
が
間
に
合

う
か
不
明
。②
４
月
で
は
学
校
関
係
者

が
多
忙
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
な
い
こ

と
が
多
い
。③
従
来
通
り
６
月
の
方
が
ワ

ク
チ
ン
情
報
も
学
校
関
係
者
も
時
間
に

余
裕
が
で
き
る
。

意
見
集
約
：
従
来
通
り
６
月
で
の
実
施

予
定
と
す
る（
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り

対
応
）。総
会
は
来
年
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
可
能
と
な
り
、実
際
に
接
種

後
で
の
開
催
が
最
良
。新
年
会
は
全
員

が
中
止
意
見
。

議
題
２　

来
年
度
は
役
員
改
選
の
時
期

（
現
在
３
期
目
）意
見
：
①
今
年
度
行
事

中
止
の
た
め
、来
年
度
も
現
役
員
留
任

と
す
る
。②
改
選
の
場
合
、次
期
会
長
候

補
を
推
薦
す
る
。

議
題
３　

総
会
会
場
候
補

①
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪（
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
、会
場
側
の
条

件
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
）。

②
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
、宴
会
が
で

き
な
い
と
開
催
意
義
が
な
く
な
り
、書

面
表
決
も
あ
り
得
る
。

議
題
４　

母
校
１
２
０
周
年
記
念
行
事

　
　
　
　

へ
の
対
応
。

・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
支
部
と
し
て
の

出
席
は
未
検
討
。

・
そ
の
他
意
見
交
換
。

・
役
員
会
で
検
討
事
項
を
左
記
の
通
り

提
案
す
る
。

　

会
員
の
高
齢
化
、新
加
入
が
見
込
め

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。①
年
間
行
事
、

総
会
と
新
年
会
を
年
１
回
に
集
約
す
る
。

②
新
年
会
は
寒
冷
時
期
の
た
め
、２
～

３
月
に「
春
の
集
い
」と
し
て
実
施
す
る
。

③
支
部
年
会
費
の
徴
収
の
検
討
。現
会

費
の
意
義
、年
会
費
を
無
く
し
、都
度
会

費
の
徴
収
で
可
否
。会
則
検
討
。

　

さ
ら
に
○
支
部
活
動
の
継
続
と
本
部

の
資
金
補
助
に
つ
い
て
。○
支
部
活
動
の

意
義
の
再
認
な
ど
。

２
０
２
０
年
11
月
27
日　 

（
メ
ー
ル
送
信
）

関
西
支
部
役
員
各
位

関
西
支
部
長　

高
桑
外
昭

　

11
月
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、お
元
気
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。首

題
の
件
、10
月
に
行
い
ま
し
た
３
役
会
の

報
告
を
い
た
し
ま
す
。新
年
会
は
中
止
と

い
た
し
ま
す
。遅
く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。

　

引
き
続
き
、今
年
中
の
役
員
会
開
催

は
感
染
拡
大
か
ら
中
止
し
、メ
ー
ル
・
文

書
・
電
話
で
の
意
見
交
換
と
い
た
し
た
く
、

ご
配
慮
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上　

２
０
２
０
年
12
月
９
日　 

（
メ
ー
ル
送
信
）

関
西
支
部
役
員
各
位

関
西
支
部
長　

高
桑
外
昭

　

ご
連
絡
：
12
月
に
入
り
、近
畿
地
方

は
暖
か
い
日
が
続
き
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
、

関
東
に
次
ぐ
感
染
拡
大
が
急
で
す
。ご

注
意
く
だ
さ
い
。今
年
も
残
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。健
康
に
留
意
さ
れ
、お
元

気
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
祈
り
ま
す
。
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関
東
支
部
長　
　

長　
　

明　

博

（
金
商
高
３
期
）

� 

関
東
支
部
10
年
の
ふ
り
返
り

　

令
和
２
年
度
の
活
動
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
、す
べ
て
の

活
動
を
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。同
窓
会
の
活
動
が
再
開

さ
れ
、ま
た
絆
を
つ
む
ぐ
日
を
待
ち
望
み

な
が
ら
、過
去
10
年
の
活
動
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
関
東
支
部
の
進
展

を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

◉
平
成
22
年（
２
０
１
０
）　

＊
総
会
は
簡
素
に
と
の
意
図
で
開
催（
22
．６
．５
）

　

金
商
５
名　

菫
台
12
名　

金
商
高
17
名　

来
賓
２
名　

計
36
名

＊
新
年
会
は
金
商
高
２
期
卒
の
竹
林
国
昭
が

主
宰
さ
れ
る「
た
け
の
こ
会
」に
よ
る
伝
統

芸
能
の
新
舞
踊
の
公
演（
23
．１
．23
）

　

金
商
４
名　

菫
台
10
名　

金
商
高
34
名　

来
賓
８
名　

計
56
名

＊
三
水
会　

８
回
開
催　

延
べ
１
２
０
名
の

出
席

＊
女
性
の
集
い（
22
．10
．７
）東
京
証
券
取
引

所
見
学　

18
名
の
参
加

＊
関
東
す
み
れ
会（
22
．12
．２
）28
名
の
参
加

◉
平
成
23
年（
２
０
１
１
）

＊
総
会（
23
．６
．19
）「
金
沢
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
金
沢
市
東
京
事
務
所
所
長　

村

本
広
之
様
か
ら
特
別
講
演

　

金
商
２
名　

菫
台
８
名　

金
商
高
20
名　

来
賓
６
名　

計
36
名

＊
新
年
会（
24
．１
．21
）

　

金
商
３
名　

菫
台
６
名　

金
商
高
16
名　

来
賓
３
名　

計
28
名

＊
三
水
会　

６
回
開
催　

延
べ
91
名
の
参
加

＊
女
性
の
集
い（
23
．10
．22
）東
京
競
馬
場
特

別
来
賓
室
観
戦　

42
名
の
参
加

＊
関
東
す
み
れ
会（
23
．12
．16
）27
名
の
参
加

◉
平
成
24
年（
２
０
１
２
）

＊
総
会（
24
．６
．９
）

　

金
商
４
名　

菫
台
８
名　

金
商
高
22
名　

来
賓
５
名　

計
41
名

＊
新
年
会（
25
．１
．26
）

　

金
商
４
名　

菫
台
７
名　

金
商
高
30
名　

来
賓
２
名　

計
43
名

＊
三
水
会　

６
回
開
催　

延
べ
１
０
５
名
の

参
加

＊
女
性
の
集
い（
24
．10
．21
）最
高
裁
判
所
研

修
会　

21
名
の
参
加

＊
関
東
す
み
れ
会（
25
．１
．26
）38
名
参
加
も

今
回
を
以
っ
て
最
終
と
す
る
。

◉
平
成
25
年（
２
０
１
３
）

会
場
を「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」に
移
す
。

＊
総
会（
25
．５
．31
）富
永
正
英
校
長
よ
り
新

校
舎
完
成
に
際
し
て
校
舎
案
内
を
兼
ね
た

記
念
講
演
を
実
施
。

　

金
商
４
名　

菫
台
６
名　

金
商
高
20
名　

来
賓
５
名　

計
35
名

＊
新
年
会（
26
．１
．25
）

　

金
商
３
名　

菫
台
５
名　

金
商
高
19
名　

来
賓
２
名　

計
29
名

＊
三
水
会　

６
回
開
催　

延
べ
68
名
の
参
加

＊
女
性
の
集
い（
25
．11
．７
）秩
父
の
秋
と
ラ

イ
ン
下
り　

７
名
の
参
加

◉
平
成
26
年（
２
０
１
４
）

＊
総
会（
26
．５
．31
）

　

金
商
２
名　

菫
台
６
名　

金
商
高
21
名　

来
賓
３
名　

計
32
名

＊
新
年
会（
27
．１
．24
）

　

金
商
２
名　

菫
台
６
名　

金
商
高
25
名　

来
賓
３
名　

計
36
名

＊
三
水
会　

７
回
開
催　

延
べ
79
名
参
加

◉
平
成
27
年（
２
０
１
５
）

＊
総
会（
27
．５
．29
）

　

金
商
２
名　

菫
台
７
名　

金
商
高
16
名　

来
賓
４
名　

計
29
名

関
東
支
部
活
動
報
告

平成25年度女性の集いより「秩父の秋とライン下り」
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＊
新
年
会（
28
．１
．30
）

　

金
商
４
名　

菫
台
８
名　

金
商
高
21
名　

来
賓
３
名　

計
36
名

＊
三
水
会　

４
回
開
催　

37
名
参
加　

開
催

回
数
６
０
０
回
を
迎
え
る
。

◉
平
成
28
年（
２
０
１
６
）

＊
総
会（
28
．５
．28
）金
商
高
少
林
寺
拳
法
部

の
活
動
と
成
果
に
つ
い
て
、同
窓
会
担
当
で

同
部
の
顧
問
で
あ
る
北
村
由
美
先
生
よ
り

記
念
講
演
を
実
施
。

　

金
商
２
名　

菫
台
７
名　

金
商
高
15
名　

来
賓
４
名　

計
28
名

＊
新
年
会（
29
．１
．28
）

　

金
商
２
名　

菫
台
７
名　

金
商
高
24
名　

来
賓
４
名　

計
37
名

＊
三
水
会　

４
回
開
催　

55
名
の
参
加

◉
平
成
29
年（
２
０
１
７
）

＊
総
会（
29
．５
．27
）

　

金
商
１
名　

菫
台
６
名　

金
商
高
13
名　

来
賓
４
名　

計
20
名

＊
新
年
会（
30
．１
．37
）金
商
高
41
期
卒
の
杉

本
和
也
さ
ん
の
歌
手
活
動
応
援
を
兼
ね
て

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開
演
。

　

金
商
２
名　

菫
台
７
名　

金
商
高
17
名　

来
賓
３
名　

計
29
名

＊
三
水
会　

３
回
開
催　

37
名
の
参
加

平
成
30
年（
２
０
１
８
）

＊
総
会（
30
．６
．９
）

　

金
商
２
名　

菫
台
６
名　

金
商
高
14
名　

来
賓
５
名　

計
27
名

＊
新
年
会（
31
．２
．２
）

　

金
商
１
名　

菫
台
８
名　

金
商
高
19
名　

来
賓
３
名　

計
31
名

＊
三
水
会　

３
回
開
催　

延
べ
44
名
の
参
加

平成26年度新年会より平成27年度総会より

平成28年度新年会より

平成29年三水会より「金沢の文化」

平成30年度新年会より
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◉
令
和
元
年（
２
０
１
９
）

＊
総
会（
元
年
．５
．25
）

　

金
商
２
名　

菫
台
６
名　

金
商
高
13
名　

来
賓
３
名　

計
24
名

＊
新
年
会（
令
２
．１
．25
）

　

金
商
１
名　

菫
台
７
名　

金
商
高
21
名　

来
賓
４
名　

計
33
名

◉
令
和
２
年（
２
０
２
０
）

＊
関
東
支
部
の
活
動
は
上
記
新
年
会
を
以
っ

て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
に

自
粛
し
、活
動
を
休
止
い
た
し
ま
し
た
。

�
同
窓
会
関
東
支
部
の
継
続
と

　

発
展
へ
の
課
題

◉
会
員
数
の
減
少
と
参
加
者
の
固
定
化

　

平
成
18
年
度
（
２
０
０
６
）
に
は
、
金

商
１
０
５
名
・
菫
台
３
９
９
名
・
金
商

高
４
８
９
名
、
計
９
９
３
名
の
登
録
が

あ
り
、
総
会
や
新
年
会
に
は
50
名
前
後

の
参
加
者
で
賑
や
か
な
歓
談
で
時
を
忘

れ
ま
し
た
。

　

現
状
は
亡
く
な
っ
た
方
、転
勤
・
転
居

さ
れ
た
方
、案
内
を
出
し
て
も
返
信
の

無
い
方
等
々
が
あ
り
、今
や
２
０
０
名

弱
の
方
々
へ
の
案
内
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
や
参
加
者
は
30
名
前
後
と
少
し
寂

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
金

商
・
菫
台
卒
の
方
々
の
変
わ
ら
ぬ
熱
意

で
新
年
会
も
総
会
も
楽
し
い
懇
親
会
の

時
間
が
持
た
れ
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
多
く
の
卒
業
生
と
そ
の
活

躍
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
は
関
東
に
就

職
さ
れ
る
方
は
極
端
に
少
な
く
、
進
学

さ
れ
る
方
が
每
年
10
名
前
後
と
な
っ
て
い

ま
す
。
每
年
、
上
京
者
の
情
報
を
学
校

の
協
力
で
個
人
の
許
可
を
得
て
入
手
し
、

新
年
会
や
総
会
に
招
待
す
る
な
ど
連
絡

を
し
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学

業
に
忙
し
く
、
２
～
３
年
も
す
る
と
連

絡
が
取
れ
な
く
な
る
の
が
実
状
で
す
。

◉
同
窓
会
に
対
す
る
思
い
と
絆

　

関
東
支
部
を
運
営
す
る
上
で
、
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
年
会
費
お
よ
び
賛
助
金

と
し
て
、
２
０
１
１
年
に
は
２
０
０
名

以
上
の
方
々
か
ら
、
２
０
２
０
年
に
お

い
て
は
84
名
の
方
々
に
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
ひ
と
え

に
母
校
に
対
す
る
想
い
で
あ
り
、
絆
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
い
て
い
る
方
々
に
は
、
心
か
ら
感
謝
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◉
同
窓
会
関
東
支
部
の
課
題

　

紆
余
曲
折
を
経
て
、
絆
を
紡
い
で
き

た
歴
史
あ
る
同
窓
会
関
東
支
部
の
さ
ら

な
る
進
展
は
、
今
曲
が
り
角
に
来
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

１
つ
に
は
、
時
代
と
共
に
変
化
す
る

同
窓
会
に
対
す
る
想
い
が
多
様
化
し
て

る
こ
と
。
２
つ
目
は
、
前
述
の
よ
う
に

新
し
い
卒
業
生
の
加
入
者
が
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

ど
の
よ
う
な
方
策
で
進
展
す
べ
き
か
真

剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

令和元年度総会より
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令和２年度

　令和３年に入っても、まだまだ新型コロナウイルス

に苦しめられそうな気配が感じられます。この最悪な新

型コロナウイルスは世界的大流行（パンデミック）を引

き起こし、都市閉鎖（ロックダウン）など、すべての日常

生活が狂わされています。マスクの着用、手指の消毒、

検温、換気、３密（密接・密集・密閉）の回避が常識化し、

あらゆる活動が縮小、延期、中止のありさまです。

　特に経済面では、景気の低迷が長期化して賃金の未

払いや会社の倒産など、日本社会が歴史上経験したこ

とのない未曾有の経済危機に喘いでいます。また、感

染者や死亡者の数が１年前より右肩上がりで急増し、

病院は大変な状態に陥っており、医療崩壊が懸念され

ます。一刻も早くコロナの感染拡大を終息すべく治療

薬やワクチンの開発が急がれます。また、同時に我々一

人ひとりの自重が大事であると言えます。

　このような状況下において、懇話会の活動も再検討

を余儀なくされ、会員相互の交流も幾分寂しいものとな

りました。しかし、総会とビアパーティーを７月に併せ

て開催し、１泊旅行も10月に感染の少ない東北方面で

実施しました。残念ながら、年明けの新春慶賀の集いと

三水会の昼食会は、全面的に中止となりました。

　詳細は次の通りで、総会とビアパーティーは７月29日

（水）にホリディ・イン金沢で開きました。総会に引き続

きビアパーティーに、冒頭のオープニングショーで御供

田幸子一座による世相を風刺した漫談をユーモアたっ

ぷりに披露していただき、その話し方も金沢弁丸出しで

会場は大いに盛り上がりました。後半は恒例の豪華景

品が当たるビンゴ大会で散会となりました。もちろんの

ことホテル内でのマスクやフェイスシールドの着用、手

指の消毒や大声での会話、お酌を控えて３密にならな

いように配慮していただきました。

　10月11日（日）・12日（月）の１泊旅行は、1日目—岩

手県の平泉中尊寺（奥州藤原氏三代を祀る）金色堂や

世界遺産の毛越寺（平安時代の庭園）へ。２日目—仙

台・松島へ、伊達家菩提寺の瑞厳寺や五大堂（坂上田村

麻呂が建立？）を参拝する。さらに日本三景の一つ松島

へ、遊覧船から絶景を眺めながら塩釜へと渡る。陸路仙

台市内に入り、今回の目玉である牛タンを贅沢に食す

る。満足度100％で新幹線に乗り、一路金沢に帰る。誠

にもって見応えのある、食べ応えのある充実した旅行で

した。

　参加者の人たちは、コロナ対策として、いろんな場所

でのソーシャルディスタンスを徹底して行っていただ

きました。また、この旅行はGoToトラベルが利用されて、

格安でリッチな旅行が堪能できました。このように楽し

く有意義な旅行を満喫できたのは、参加者の皆様方の

ご協力・ご理解の賜物であると感謝いたしております。

来年も第３弾として、コロナの無い安心安全な１泊旅

行ができることを祈ってやみません。

　最後に、金商菫台懇話会・同窓会は先人たちが努力

し築き上げてきた歴史と伝統があります。これから先

の次代を担う若き同窓が胸を張って誇れる懇話会にし、

多くの同窓が参加できることが肝要と考えます。

　今年の11月、母校創立120周年記念大会を迎えるに

あたり、我々の本気・やる気が試されていると思います。

「金商が試されている、同窓会が試されている。そして

我々の本気が試されている…！」

母校が、同窓会が、そして我々が試されている…！   幹事長　石 野  準 一（金商高8期）

総会・ビアパーティー　令和2年7月29日㈬ 岩手・宮城１泊旅行　令和2年10月11日㈰・12日㈪
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　令和２年（2020）は、新型コロナウイルス感染

症拡大の１年であり、なおかつ、令和３年も引き続

き、私たちの生活を大きく変えています。そんな中

で、コール・グロリアも１月から３月までしか練習

ができませんでした。

　令和２年は母校創立120周年記念式典を目標

に、ＯＢ・ＯＧの皆さんにお集まりいただき練習を

１月、２月と行いましたが、新型コロナウイルスの

影響で記念式典が延期となりました。また、３月

には菫台同窓会への出演の中止（同窓会中止）と

５月には合唱連盟主催の合唱フェスティバルの中

止、11月には恒例の県庁ロビーコンサートも中止

せざるを得なくなりました。

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動の

場を失ってはいますが、新たな気持ちで一致団結

して、今年こそ母校創立記念式典や県庁ロビーコ

ンサートを成功させていきたいと思います。

　ちなみに、県庁ロビーコンサートは令和３年12

月５日（日）に予定しております。

　どうぞ、お体に気をつけて、皆様と笑顔でお会

いできるのを楽しみにしております。

コロナウイルス感染症拡大の中、医療従事者ほかの方への感謝を込めて

Call Gloria
コール・グロリアこの1年コール・グロリアこの1年

コール・グロリア代表　中村 早智子（金商高19期）
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第10回 令和３年度（2021）金商菫台卒業生美術展作品募集
石川県立金沢商業高等学校創立120周年記念式典協賛

開催日時	令和３年10月19日（火）～10月24日（日）10：00～18：00（最終日16：00まで）
会　　場	金沢21世紀美術館市民ギャラリーＢ（地下１階）金沢市広坂１-２-１
募集要項	『第１科』絵画（日本画、油彩、水彩、版画、パステル画、アクリル画など）／F120（194cm×130cm）以内、

またはこれに準じるサイズ。『第２科』書／用紙は半切の半分（多少大きくてもよい）。『第３科』写真／
作品は全紙以内。『第４科』彫刻・工芸・手芸・その他（陶磁器、漆器、着物、組紐、生花、ステンドグラス、
トンボ玉など）

	 出展希望者には、詳細な応募要項をお送りいたしますので、住所・氏名・卒業年期・出展種類を明記の上、
下記連絡先へ令和３年８月９日（月・振休）までにお申し込みください。

連  絡  先	金商菫台卒業生美術展事務局　代表　岩井克義（金商高6期）
	 〒921-8043 金沢市西泉5丁目33　TEL＆FAX　076-243-1869　携帯090-1391-9066

「山家集…秋の歌」
　　　　　石井弘子（金商高６期）

「兼六園」
　　　　　宮野勇造（金商高12期）

「あじさい」
　　　　　北川雄一（菫台９期）

「北前船の模型」
　　　　　竹山雅万（金商高２期）

「旅愁」
　　　　宇野緋紗子（金商高２期）

「玉ゆら（人形）」
　　　　　島崎妙子（金商高３期）

「暮れゆくプラハ」
　　　　　大谷裕子（金商高10期）

「北原白秋詩」
　　　　藤村八重子（金商高３期）

「柱掛」
　　　　　岡部　瞳（金高商６期）

第10回 令和３年度美術展中止のご案内

　令和3年10月19日㈫～10月24日㈰に開催予定していた第10回美術展ですが、
新型コロナウイルス感染症のため、中止することといたしました。
　関係者ならびに展示・観覧を楽しみにされていた皆様にはご迷惑をおかけい
たしますが、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

連  絡  先	 金商菫台卒業生美術展事務局　代表　岩井克義（金商高6期）
	 〒921-8043 金沢市西泉5丁目33
	 TEL＆FAX　076-243-1869　携帯090-1391-9066
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　金商菫台美術展について

　令和元年９月３日（火）から８日（日）まで、金沢21世紀美術
館にて第９回を開催しました時のプレス60号に未掲載の作品
です（同窓生・在校生含め出展者は72名〔OB59名、在校生13
名〕、作品数は83点が展示された）。卒業生・在校生をはじめ、国
内外の方々を含め5,912名の方が来場されました。特に国内外
の方が卒業生の作品と知り、素晴らしいと印象を述べた。

美術館玄関で行われる手の消毒と検温。

「息吹」
　　　　長谷田規子（金商高11期）

「鷹の巣城内の一刻」
　　　　　北村政幸（金商高6期）

「歴程」
　　　　　大谷裕子（金商高10期）

「光陰」
　　　　北山正勝（金商高４期）

「漁港の一隅」
　　　　田下俊一（金商高７期）

「新緑の水辺」
　　　　　宮西真里（金商高16期）

「力あわせて」
　　　　　新田哲二（金商高７期）

「大野・河口風景」
　　　　　新　康郎（金商高７期）

「静寂の田代湖」
　　　　　西村龍夫（金高商６期）
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金商菫台

同窓会
入会式

同窓会

奨学奨励賞
授与式

　令和２年２月28日（金）10時10分より、創
立90周年記念事業の一環として創設された同窓
会奨学奨励賞の授与式（令和元年度分）が、藤
澤秀紀同窓会会長をはじめ、役員の方々のご臨
席のもと、本校第１体育館において挙行された。
石田雅裕同窓会副会長から激励のお言葉をいた
だいた。
　今年度の受賞者は、173名となった。受賞者
の中から受賞項目の多かった生徒に対し、「最

優秀賞」、「優秀賞」を授与している。最優秀・
優秀賞の受賞者と奨励賞代表の長谷川涼加さん
に表彰状楯と記
念品「デジタル
時計」が渡され、
全 受 賞 者 を 代
表して澤田朋花
さんから謝辞が
述べられた。

　奨学賞授与式に引続き、第61回卒業生278名
に対して同窓会入会式が本校第１体育館におい
て行われた。
　来賓の方々をご紹介したあと、同窓会会長藤
澤秀紀様よりお祝いの言葉をいただいた。
　各クラス幹事と学年代表幹事が紹介され、新

入会員を代表して裏谷敬太さんが「先輩方から
のご指導に感謝し、一人ひとりが金沢商業高等
学校の卒業生であることを誇りとし、今後の人
生を着実に歩んでいきたい」と誓った。
　最後に校歌を全員で合唱して閉会した。

【最優秀賞】　澤田朋花	 　１名
【 優 秀 賞 】　宗廣小雪　西瀬里佳　
　　　　　　蔵宗建勇	 以上　３名
●各学年各クラス成績優秀者	 ７名
●３か年皆勤者	 61名
● 全商検定１級４種目以上合格者	 99名
● 生徒会活動に功労があった者	 ４名
●産業教育振興会受賞者	 1名

● 全商成績優秀者	 1名
● 部活動で全県規模以上の大会で優勝した者　　
　および全国大会出場者	 61名
● 実用英語技能検定２級以上合格者	 10名
● 情報技術者試験ＩＴパスポート試験合格者	 ６名
●旅行業務取扱管理者試験合格者	 ２名
●日商簿記検定２級合格者	 36名
	 受賞者　計　288名



19

微
笑
み
の
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の

交
流
20
数
年

木

村

 

雅

美

 

（
金
商
高
２
期
）

　

ま
ず
、何
故
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
交
流
な

の
か
？

　

１
９
９
８
年
、主
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

合
弁
で
印
刷
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
時
点
か
ら
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
で

す
。

　

私
が
初
め
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
行
っ
た
の

は
、１
９
９
９
年
暮
れ
か
ら
、２
０
０
０

年
に
な
る
時
の
あ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
時
で

し
た
。ヤ
ン
ゴ
ン
空
港
へ
降
り
た
時
、建

物
は
木
造
で
裸
電
球
の
明
か
り
で
何
て

薄
暗
い
空
港
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。道

路
も
、も
ち
ろ
ん
暗
い
で
す
。そ
の
当
時

は
軍
事
政
権
下
で
、不
気
味
さ
さ
え
感

じ
た
も
の
で
し
た
。現
在
は
日
本
と
変
わ

ら
な
い
空
港
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
口
は
６
０
０
０
万
人

で
85
％
が
仏
教
徒
で
す
。金
色
に
輝
く
寺

院
が
多
く
、街
で
は
茶
色
の
袈
裟
の
僧
侶

が
托
鉢
し
て
い
る
光
景
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
は
す
ご
く
親
日
家
で
、

笑
顔
が
や
さ
し
く
、言
葉
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

語
と
英
語
で
す
。私
た
ち
が
訪
問
す
る
時

は
通
訳
の
方
が
い
る
の
で
安
心
で
す
。

　

石
川
県
の
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
友
人
・
知
人
に

お
願
い
し
て
20
人
ほ
ど
受
け
入
れ
て
い

た
時
も
あ
り
ま
す
。20
年
ほ
ど
続
い
て
い

ま
す
。

　

留
学
生
が
国
へ
帰
り
、１
人
は
金
大
の

医
学
部
で
ド
ク
タ
ー
を
取
り
、ミ
ャ
ン
マ

ー
の
病
院
の
先
生
で
す
。ま
た
、あ
る
留

学
生
は
大
学
の
教
授
や
中
学
校
の
数
学

の
先
生
に
と
、皆
さ
ん
出
世
し
て
自
分
の

道
を
進
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
私
が
ミ
ャ

ン
マ
ー
へ
訪
問
す
る
と
、歓
待
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。そ
し
て
交
友
の
輪
が
広
が
り
、

す
ば
ら
し
い
友
人
が
た
く
さ
ん
増
え
ま

し
た
。

　

あ
る
建
設
会
社
の
社
長
様（
タ
テ
ー

様
）と
も
親
し
く
な
り
、ご
子
息
の
結
婚

式
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
私
が
お

祝
い
に
日
本
舞
踊
を
舞
い
、ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
日
本
舞
踊
は
大
変
珍
し
く
喜
ば
れ

ま
し
た
。ま
た
、中
学
校
の
先
生
の
娘
さ

ん
の
結
婚
式
に
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
お
相
手
の
方
は
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー

チ
ー
さ
ん
の
政
党
の
方
の
息
子
さ
ん
な
の

で
素
晴
ら
し
い
結
婚
式
で
し
た
。も
ち
ろ

ん
、大
統
領
も
ス
ー
チ
ー
さ
ん
も
ご
出
席

で
お
会
い
で
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
思
い
が
け
な
い
素
晴
ら
し

い
出
会
い
を
い
た
だ
け
て
幸
せ
に
感
じ
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、主
人
の
仕
事
を
利
用
し
て
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
観
光
地
、マ
ン
ダ
レ
ー
・
バ
ガ

ン
・
イ
ン
レ
ー
湖
・
ピ
ン
ウ
ー
ル
イ
ン（
避

ミャンマー

ヤンゴン
●

マンダレー
●

◉
ネピドー

中国インド

バングラデシュ

ブータン

タイ

カンボジア

ラオス

ベトナム

托鉢する少年僧
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暑
地
）を
旅
行
し
ま
し
た
。ヤ
ン
ゴ
ン
は

日
中
40
℃
近
い
暑
さ
で
す
が
、北
の
方
は

涼
し
く
快
適
で
す
。特
に
バ
ガ
ン
は
仏
教

遺
跡
群
の
あ
る
所
で
、赤
茶
け
た
大
地
に

２
０
０
０
基
と
い
う
仏
塔（
パ
ゴ
ダ
）が

あ
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
見
る
夕
陽
は
空
と

大
地
を
真
っ
赤
に
染
め
、幻
想
的
で
素
晴

ら
し
い
光
景
で
す
。私
は
大
好
き
で
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
も
日
本
観
光
に
来
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。タ
テ
ー
さ
ん
の

ご
家
族
５
人
と
友
人
家
族
３
人
で
す
。そ

の
時
に
も
金
沢
・
東
京
・
京
都
と
い
ろ
い

ろ
お
世
話
し
て
す
ご
く
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
方
た
ち
は
、日
本
や
日

本
人
が
大
好
き
で
す
。そ
し
て
恩
を
大
切

に
さ
れ
ま
す
。

　

私
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
人
々
の
心
に
ふ

れ
る
お
付
き
合
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、日
本
の
良
い
と
こ
ろ（
伝
統

文
化
や
食
べ
物
）を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に

行
き
、20
数
年
に
な
り
ま
す
。空
港
も
そ

う
で
す
が
、街
に
は
大
き
な
ビ
ル
が
建
ち

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、近
代

化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。で
も
一
歩
郊
外
に

出
れ
ば
、竹
と
木
で
造
っ
た
小
さ
な
家
が

今
で
も
昔
の
ま
ま
で
す
。そ
こ
で
子
ど
も

た
ち
が
裸
足
で
自
然
の
中
を
遊
び
回
っ
て

い
る
光
景
を
見
ま
す
。ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も

ま
だ
ま
だ
未
開
の
地
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。そ
ん
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
私
は
大
好

き
で
す
。

　

私
の
で
き
る
交
流
は
小
さ
な
も
の
で

す
が
、続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
で
行
か
れ
ま

せ
ん
が
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
連

絡
し
て
い
ま
す
。早
く
収
束
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
表
題
の
報
告
を
書
面
に
て
会

員
へ
郵
送
、
広
報
し
た
（
内
容
の
要
約—

例
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て
中
止
。
経
過
報

告
、
健
康
面
・
郷
土
の
情
報
、
エ
ッ
セ
ー
、

加
能
俳
壇
等
へ
の
投
稿
俳
句
な
ど
４
回

に
わ
た
る
）。

（
関
西
在
住
２
期
同
期
会
は
、Ｈ
16
年
結
成

し
会
員
間
の
親
睦
、情
報
交
換
を
図
る
）

　

具
体
的
に
は
�
前
年
秋
季
例
会
以
降
の

経
過
報
告—

支
部
新
年
会
や
ミ
ニ
同
期

会
合
に
絡
む
２
期
生
の
消
息
、会
計
報
告
＝

〈
Ｒ
２
年
４
月
10
日
付
で
９
名
宛
〉

�
健
康
面
等
の
情
報—

朝
日
新
聞
か
ら

「
口
内
の
ケ
ア
」「
認
知
症
の
予
防
」、前
年

百
万
石
祭
り
の
写
真
＝
撮
影
は
菫
台
２
期

金
商
関
西
36
会

令
和
２
年
活
動
報
告

虎

井

 

勝

義

（
金
商
高
２
期
）

金
商
関
西
36
会

令
和
２
年
活
動
報
告

虎

井

 

勝

義

（
金
商
高
２
期
）

11〜13世紀に建てられた仏教建築群（バガン）
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吉
川
通
氏
＝〈
６
月
16
日
付
で
８
名
宛
〉

�
郷
土
の
情
報
を『
加
能
人
』か
ら
編
集
＝

〈
６
月
27
日
付
で
支
部
役
員
含
め
18
名
宛
〉

�
エ
ッ
セ
ー
＝〈
10
月
10
日
付
で
７
名
宛
〉

各
発
送
し
た
。（
発
信
人
数
延
べ
42
名
）

�
投
稿
俳
句
（
�
併
載
）

◉
加
能
俳
壇（
棚
山
波
朗
選
）

─
┤　

春　

├
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

ビ
ル
谷
間
天
神
様
の
梅
ふ
ふ
む

	

湯
島
天
神
・
15
年
ほ
ど
前
か

倒
木
の
年
輪
数
ふ
桜
冷
ゆ

	

台
風
で
根
こ
そ
ぎ

─
┤　

夏　

├
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

マ
ー
メ
イ
ド
号
終
の
栖
や
風
薫
る

	

サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示

暑
中
見
舞
ひ
が
り
版
刷
り
の
文
集
帳

65
年
前
の
小
学
卒
業
文
集
届
く

百
年
に一
度
の
遭
遇
梅
雨
豪
雨

	

熊
本
等
惨
事

─
┤　

秋　

├
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

法
名
の
彫
り
慈
し
む
彼
岸
花

	

郷
里
金
沢
の
菩
提
寺

頂
き
よ
り
映
す
琵
琶
湖
の
秋
の
色

滋
賀
・
賤
ヶ
岳

─
┤　

冬　

├
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

寒
霞
渓
の
切
り
立
つ
奇
岩
冬
ざ
る
る

	

Ｒ
２
年
１
月
・
小
豆
島

─
┤ 

新 

年 

├
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

踏
む
砂
利
の
音
賑
々
し
初
詣

	

伊
勢
神
宮

◉
神
戸
新
聞
文
芸（
わ
た
な
べ
じ
ゅ
ん
こ
選
）

朝
型
に
傾
き
そ
う
な
夏
至
来
る

神
代
よ
り
蜻
蛉
の
国
に
出
会
ひ
け
り

◉
金
沢
の
秋
で
一
句
！（
85
句
の
句
展
）

挙
式
せ
し
尾
山
の
楼
門
古
都
の
秋

	

ギ
ヤ
マ
ン
の
楼
門
・
尾
山
神
社

先
祖
の
寄
す
徽こ
と
じ軫
灯と
う
ろ
う籠
初
紅
葉

兼
六
園
の
縁

【 

付 

記 
】　

当
会
の
活
動
は
当
面
会
合
に
代
え
、採
用
し
て
欲
し
い
記
事（
コ
ロ
ナ
禍
の

変
化
、暮
ら
し
方
、住
所
地
の
Ｐ
Ｒ
、他
会
員
に
聞
き
た
い
こ
と
な
ど
）を
募
り
ま
す
。皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

開催日（平成）

16. 7. 6

16.11.16

17. 4.19

17.11.16

18. 4. 4

18.11.15

19.11.15

20.11.18

21.11.17

22.10.29

23.11. 1

24.10.23

25.11.19

26. 4. 8

26.10.21

27. 4. 7

27.11.10

28. 4.26

28. 9. 8

29. 4.25

29.11.15

30. 4.11

30.11.22

参加（名）

15

12

13

13

12

８

９

10

13

16

８

11

７

６

10

６

５

７

５

７

８

５

７

府県

大阪

京都

滋賀

奈良

兵庫

滋賀

大阪

大阪

滋賀

奈良

大阪

大阪

大阪

京都

大阪

京都

京都

大阪

大阪

大阪

京都

大阪

大阪

会場・周遊先など

ホテルグランヴィア大阪「北京」：発会式、世話役選任

美濃吉四条河原町店：永観堂・南禅寺（紅葉狩り）

琵琶湖ホテル：琵琶湖クルージング「ミシガン」

月日亭西大寺店：平城京跡（朱雀門等）、吉城園

シーパル須磨：須磨寺、須磨離宮公園ほか

叶匠壽庵・寿長生の郷：石山寺（紫式部）

燦（梅田）：アクアライナーで大川（大阪城等）巡り

かに道楽：堺の与謝野晶子文芸館、仁徳陵等

たねや：近江八幡散策、百済寺、永源寺の紅葉狩り

かんぽの宿奈良：平城遷都1300年祭見学

火の音水の音南森町店：天満天神繁昌亭の落語寄席

パナソニック保養所：昼食会、カラオケ

音羽山荘：箕面大滝の紅葉狩り

駅の近辺：醍醐寺の花見

パナソニック保養所：発会初の１泊例会

吉兆松花堂：石清水八幡宮、背割堤の花見

京料理 木乃婦：祇園をどり公園

和食たちばな：昼食会、懇親「認知症の予防」等

和食たちばな：昼食会、懇親

和食たちばな：昼食会、懇親

京都新阪急ホテル、東福寺ほかの紅葉狩り

和食たちばな：昼食会、懇親

和食たちばな：昼食会、懇親

金商「関西３６会」開催状況 （平成16年発会～平成30年）

す  な  い  　さと

せ わりてい
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卓
球
部
の
想
い
出

香

田

 

隆

幸

 

（
金
商
高
３
期
）

　

私
た
ち
新
金
商
卓
球
部
は
、
第
１
期

卒
か
ら
第
７
期
卒
業
生
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。（
昭
和
34
年
４
月
に
「
新
」
県
立

金
沢
商
業
高
等
学
校
と
な
る
）

　

現
在
会
員
数
は
約
50
名
で
す
。
同
窓

会
の
始
ま
り
は
昭
和
37
年
、
尾
張
町
の

小
さ
な
「
寿
し
屋
」
で
の
会
合
で
、
有
志

が
集
っ
て
の
近
況
報
告
で
し
た
。
１
期

生
か
ら
３
期
生
、
そ
し
て
佐
々
木
先
生

を
囲
ん
で
の
食
事
会
が
同
窓
会
の
始
ま

り
で
す
。

　

学
校
で
の
練
習
は
階
段
の
あ
る
講
堂

で
、
下
段
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
上
段
部
分

の
右
側
は
ボ
ー
ト
部
、
左
側
半
分
は
卓

球
部
、
天
井
は
高
く
照
明
は
暗
い
も
の

で
し
た
。
３
６
５
日
休
日
な
し
の
練
習
、

練
習
の
日
で
し
た
が
、
部
員
全
員
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
は
１
年
生
か
ら
３
年
生
の

区
別
な
く
、
暗
く
な
る
ま
で
向
か
い
合

っ
て
球
を
打
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。（
当

時
は
全
員
が
公
式
戦
に
出
場
）
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
は
個
人
戦
の
部
に
出
場
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
時
代
に
は
、
団
体
戦
で

の
優
勝
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後

輩
は
出
場
い
た
し
ま
し
た
。
金
沢
駅

ま
で
見
送
り
に
行
き
ま
し
た
。
毎
年
、

高
校
総
体
の
県
予
選
の
成
績
を
新
聞

紙
上
で
し
か
拝
見
で
き
ま
せ
ん
が
、

何
回
か
は
市
営
体
育
館
へ
応
援
に
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
後
輩
の
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
窓
会
は
毎
年
５
月
に
金

沢
市
に
て
開
催
し
て
お
り
、
県
外
の

人
た
ち
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
へ

田

村

 

裕

二

 

（
金
商
高
18
期
卒
）

　

令
和
２
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
に
拡
散
し
、
人
の
移
動
の
制

限
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
こ
と
ご
と
く
中

止
と
な
り
、
不
安
と
混
迷
の
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
最
中
、
金
沢
商
業
高
校
が

１
２
０
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
誇
ら

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
式
典
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
延

期
、
関
係
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て

は
次
年
開
催
に
向
け
て
無
事
開
催
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

金
商
卒
業
後
、
時
の
流
れ
も
早
い
も
の

で
卒
業
後
44
年
が
経
過
し
ま
し
た
社
会

人
と
し
て
、
ま
た
、
親
と
し
て
の
役
割
も
、

ひ
と
区
切
り
と
言
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
21
世
紀
に
入
り
、
日
本
の
抱
え
る

問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
高

齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
、
国
の
累
積
債

務
の
増
大
な
ど
、
課
題
は
山
の
数
ほ
ど

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
医
学
の
進
歩
と
戦
後
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75
年
平
和
な
時
代
が
続
き
、
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
伸
び
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
先
人
た
ち
の
努
力
の
賜
物
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
お
よ
び
18
期
卒
業
の
同
期

は
還
暦
を
過
ぎ
、
62
歳
と
な
り
ま
し
た
。

人
生
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
を
ど
う
歩
ん
で

い
く
べ
き
か
人
生
の
岐
路
に
立
っ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
仕
事
に
つ
い
て
は
減

速
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
目
標
に

向
か
っ
て
生
き
て
い
く
、
心
の
若
さ
を

常
に
意
識
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
私
の
場
合
、
10
年
ほ
ど
前
、

ふ
ら
っ
と
山
登
り
を
し
て
新
た
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。
金
商
在
学
中
に
学
校

主
催
の
白
山
登
山
に
手
を
挙
げ
、
苦
し

い
思
い
で
登
っ
た
こ
と
、
頂
上
で
見
た

ご
来
光
と
若
か
り
し
日
々
の
記
憶
が
蘇

っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
１
０
０
名
山
の

著
者
で
あ
る
深
田
久
弥
は
、
石
川
県
加

賀
市
の
生
ま
れ
、
１
０
０
名
山
達
成
を

目
指
し
歩
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

登
っ
た
山
は
、
八
幡
平
・
岩
木
山
・
平

ヶ
岳
・
燧
ヶ
岳
・
会
津
駒
ヶ
岳
・
斜
里
岳
・

羅
臼
岳
・
そ
の
他
数
知
れ
ず
、
気
が
つ

い
た
ら
年
齢
と
同
じ
62
座
と
な
り
ま
す
。

何
故
登
る
の
か
自
分
で
も
説
明
が
つ
き

ま
せ
ん
。

　

日
本
の
国
土
の
８
割
は
山
岳
地
帯
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は

平
地
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
山
登
り
を

し
て
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本

海
か
ら
の
湿
っ
た
風
が
白
山
に
ぶ
つ
か

り
雨
や
雪
が
降
り
大
地
を
潤
し
豊
か
な

植
生
を
育
み
人
間
が
生
き
て
い
く
糧
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
台
風
の
時

な
ど
は
盾
と
な
り
被
害
か
ら
護
っ
て
く

れ
ま
す
。
全
国
の
山
々
を
訪
ね
歩
い
て

い
る
と
白
山
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
石

川
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
感
謝
、
感

謝
、
感
謝
で
す
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
地

で
１
２
０
年
の
歴
史
に
誇
り
を
持
っ
て

在
校
生
、
卒
業
生
、
共
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
折
は
、
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
で
美
味
し
い
お
酒
を
飲
み
ま

し
ょ
う
。
そ
の
日
ま
で
お
元
気
で
。
終

わ
り
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
て瀬

川

 

憲

章

 

（
金
商
高
21
期
卒
）

　

今
年
の
５
月
に
還
暦
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
60
歳
と
い
う
こ
と

だ
。
父
が
存
命
の
頃
、
還
暦
祝
い
を
し

た
が
、
ま
さ
か
自
分
が
あ
の
時
の
父
の

年
齢
に
な
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　

あ
の
頃
は
父
が
60
歳
に
な
っ
た
と
聞

き
、
老
人
に
な
っ
た
の
だ
な
ぁ
と
思
っ

た
も
の
だ
が
、
い
ざ
自
分
が
そ
の
年
に

近
づ
く
と
「
こ
ん
な
も
の
か
？
」
と
思
う

ほ
ど
、
今
ま
で
（
40
〜
50
代
）
と
変
わ
ら

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

自
分
自
身
の
職
業
が
自
営
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
定
年
が
な
い
の
も
そ
の
理

由
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、
い
ま
ひ
と

つ
ピ
ン
と
こ
な
い
の
が
現
実
だ
。

　

昔
は
「
人
生
50
年
」
と
言
っ
て
い
た
頃

も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
60
歳
は

も
う
相
当
の
老
人
な
の
だ
が
、
そ
の
頃

か
ら
比
べ
て
も
世
間
一
般
的
に
ま
だ
ま

だ
若
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
は
言
っ
て
も
永
遠
に
若
々
し
い
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
し
、
必
ず
終
わ

り
は
や
っ
て
く
る
。
平
均
寿
命
を
考
え

て
も
あ
と
20
年
ほ
ど
だ
ろ
う
。
20
年
と

い
う
と
長
く
感
じ
る
が
、
日
数
に
す
る

と
約
７
３
０
０
日
。

　

７
３
０
０
日
も
あ
る
と
思
う
か
、
７
３

０
０
日
し
か
な
い
と
思
う
か
。
旅
行
で

も
そ
う
だ
が
、
終
わ
り
、
つ
ま
り
家
に

帰
る
日
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の

旅
行
の
間
の
計
画
を
立
て
ら
れ
る
も
の

だ
。
今
日
は
あ
そ
こ
に
行
っ
て
午
後
か

ら
は
あ
あ
し
て
こ
う
し
て
と
、
そ
の
期

間
を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
計
画
を
立
て

る
も
の
だ
。

　

人
生
も
あ
と
20
年
ほ
ど
と
感
じ
る
と
、

そ
う
の
ん
び
り
と
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。

以
前
「
最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方
」
と
い

う
映
画
を
観
た
。
余
命
６
か
月
と
宣
告

さ
れ
た
２
人
の
男
が
死
ぬ
寸
前
に
や
り

残
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
２

人
で
冒
険
に
出
る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　

今
、
余
命
７
３
０
０
日
の
宣
告
を
受

け
た
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
の
時
間
を
ど

の
よ
う
に
生
き
る
か
は
自
分
次
第
。

　

趣
味
に
興
ず
る
か
、
何
か
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
か
、
自
分
は
幸

い
に
も
自
営
で
あ
り
職
人
で
す
。
理
容

と
い
う
職
業
に
は
定
年
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
客
様
か
ら
喜
ば
れ
る
こ
と
は
今
で

も
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。
自

還
暦
を
迎
え
て
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分
が
健
康
で
あ
り
、
体
力
が
あ
る
限
り
、

65
歳
・
70
歳
・
80
歳
と
、
最
後
ま
で
お

店
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
自
分
の
こ
と
を
必
要
と
し

て
く
れ
る
人
が
い
る
限
り
、
無
限
の
可

能
性
に
向
け
て
目
標
を
持
ち
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

税
理
士
職
業
説
明
会

盛

永

 

有

登

 

（
金
商
高
28
期
卒
）

　

令
和
２
年
11
月
26
日
、
石
川
県
立
金
沢

商
業
高
等
学
校
に
お
い
て
職
業
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
何
の
職
業
か
と

申
し
ま
す
と
、
今
回
は
『
税
理
士
』
で
す
。

講
師
は
私
と
後
輩
の
若
林
宣
昭
さ
ん
（
金

商
高
34
期
）
と
で
勤
め
、
税
理
士
に
興
味

が
あ
る
２
年
生
、
３
年
生
19
名
の
生
徒
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
は
２
部
構

成
で
行
い
、
第
１
部
は
若
林
さ
ん
が
「
税

理
士
っ
て
何
？
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
利
用
し
な
が
ら
税
理
士
の
３
大
業
務

や
受
験
制
度
、
資
格
取
得
後
の
働
き
方

を
説
明
し
、
そ
の
後
、
私
か
ら
は
ク
イ

ズ
形
式
に
よ
る
仕
訳
問
題
を
出
題
し
て

参
加
し
た
生
徒
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

第
２
部
で
は
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
生
徒
の
中
に
入
り
、
生
徒
と
い
ろ

ん
な
話
を
し
ま
し
た
。
税
理
士
の
１
日
の

仕
事
内
容
や
勉
強
方
法
、
収
入
に
至
る

ま
で
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
、
職
業
と
し
て
の
税
理

士
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
説

明
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
税

理
士
の
人
と
語
り
合
え
る
時
間
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
」
や
「
税
理
士
の
仕
事
に
魅

力
を
感
じ
た
」
な
ど
の
高
評
価
の
内
容
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
担
当
教
諭
か
ら

は
「
今
回
の
参
加
者
に
は
実
際
に
税
理
士

を
目
指
し
て
い
る
生
徒
が
い
ま
す
。
先

輩
に
続
き
、
１
人
で
も
多
く
の
生
徒
が

難
関
資
格
に
挑
戦
し
て
く
れ
れ
ば
嬉
し

い
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
税
理
士
や
公
認
会
計
士
と
い
っ

た
職
業
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
22

歳
の
頃
で
し
た
。
専
門
家
と
し
て
の
魅

力
や
、
合
格
す
れ
ば
独
立
開
業
も
夢
で

は
な
い
こ
と
を
知
り
、
税
理
士
試
験
に

挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

よ
く
調
べ
て
み
る
と
当
時
は
受
験
資
格

が
な
に
も
な
く
愕
然
と
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
簿
記
３
級
か
ら
勉
強
し
直

し
て
、
税
理
士
試
験
に
合
格
す
る
ま
で

10
年
か
か
り
ま
し
た
。
仕
事
と
勉
強
の

両
立
は
大
変
で
し
た
が
、
合
格
後
、
す

ぐ
に
独
立
し
て
自
分
の
事
務
所
の
看
板

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
顧
客
の

依
頼
に
基
づ
き
、
今
で
も
借
方
と
貸
方

に
勘
定
科
目
と
金
額
を
置
い
て
仕
訳
を

切
り
、
毎
月
試
算
表
を
作
成
し
、
決
算

期
が
来
れ
ば
決
算
書
と
税
務
申
告
書
を

作
成
し
て
税
務
署
へ
提
出
し
ま
す
。
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
が
今
で
も
役
に
立
つ

職
業
で
す
。

　

税
理
士
会
の
金
沢
支
部
に
は
税
理
士

が
４
０
０
名
近
く
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
金
商
Ｏ
Ｂ
は
少
数
派
で
、
若
林

さ
ん
よ
り
若
い
方
を
知
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
職
業
説
明
会
に
19
名
の
現
役
の
生

徒
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
で
す
。

　

本
日
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、

ま
だ
税
金
の
知
識
も
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、

そ
も
そ
も
税
理
士
試
験
の
受
験
資
格
も

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
代
わ
り
に
無
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限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
国
家
試
験

と
な
る
と
、
そ
う
簡
単
に
合
格
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
を
信

じ
て
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

夢
は
叶
う
と
思
い
ま
す
。
金
商
の
卒
業

生
か
ら
、
た
く
さ
ん
若
い
税
理
士
が
誕

生
す
れ
ば
先
輩
税
理
士
と
し
て
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
が
、
税
理
士
に
限
ら
ず
、

努
力
の
先
に
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
、
そ
れ

は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

つ
な
が
り
の
大
切
さ

山

岸

 

博

行

 

（
金
商
高
40
期
卒
）

　

金
商
高
校
を
卒
業
し
22
年
が
経
ち
、私

自
身
40
歳
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。20
年

以
上
前
の
記
憶
を
辿
り
、高
校
生
で
の
３

年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、本
当
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。楽
し

い
こ
と
も
嫌
い
な
こ
と
も
毎
日
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
私
に
と
っ
て

部
活
は
特
に
思
い
出
深
い
も
の
で
し
た
。

　

私
は
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
し
た
が
、

そ
の
活
動
は
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
し

た
。ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
練
習
し
て
い
た
の

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、何
よ
り
部
活
の
仲
間
が
楽
し
く
、

熱
い
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
村
上

先
生
と
清
水
先
生
が
厳
し
く
も
あ
り
、明

る
く
、楽
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
一
緒

に
お
も
し
ろ
お
か
し
く
笑
っ
た
り
し
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
カ
ギ
を
握
る
と
こ
ろ
が
お
も

し
ろ
い
と
思
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。部
活

動
で
は
、み
ん
な
冗
談
を
言
い
合
っ
た
り

し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

練
習
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
や
り
な
が
ら
よ
く
笑
っ
て
い

ま
し
た
。

　

３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
き
て
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
て
、本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。大
会
で
優
勝
し
た

時
は
、み
ん
な
と
喜
ん
だ
こ
と
が
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。中
で
も
春
高
に
出
場

し
、代
々
木
体
育
館
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

Ｖ
６
が
登
場
し
た
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。そ
の
時
の
写
真
を
見
る
た
び
に
、い

ろ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。思
え
ば
私

の
中
の
部
活
は
試
合
で
勝
つ
こ
と
よ
り
も
、

み
ん
な
と
楽
し
く
活
動
し
た
こ
と
の
方
が

大
切
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。笑
う

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、試

合
で
強
い
相
手
か
ら
多
く
点
を
取
れ
た
り
、

貴
重
な
１
勝
し
た
時
は「
少
し
は
成
長
し

た
」と
喜
び
ま
し
た
。そ
れ
で
も
今
思
え
ば
、

私
の
中
で
部
活
は「
み
ん
な
で
楽
し
く
や
る

も
の
」で
す
。勝
ち
負
け
も
気
に
な
り
ま
す

が
、そ
れ
ま
で
の
練
習
を
振
り
返
る
と
、試

合
よ
り
も
毎
日
の
練
習
を
続
け
て
い
っ
た

こ
と
が
部
活
の
思
い
出
で
す
。

　

こ
の
高
校
生
活
を
通
し
て
私
が
得
た

も
の
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、言
葉
で
上
手
く
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
高
校
の

生
活
の
中
で
特
に
充
実
し
た
良
い
時
間
で

し
た
。私
は
、こ
の
金
商
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

で
活
動
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。部
活
以
外
で
も
、

た
く
さ
ん
先
生
に
迷
惑
か
け
ま
し
た
。時

に
は
落
第
し
そ
う
に
な
り
、た
く
さ
ん
怒

ら
れ
ま
し
た
が
、す
べ
て
今
の
自
分
の
糧

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
り
、製
造
業
で
の
工
場
勤

務
を
３
年
経
て
か
ら
、も
と
も
と
人
と
会

話
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
の
で
、営

業
と
い
う
職
種
の
憧
れ
と
、自
動
車
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
影
響
も
あ
り
、日
産
カ

ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
営
業
マ
ン
に
転
職
い
た

し
ま
し
た
。
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最
初
の
配
属
先
は
問
屋
町
営
業
所
と

い
う
金
沢
市
の
問
屋
団
地
内
に
あ
る
小

さ
な
店
舗
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。そ

こ
で
金
商
出
身
の
大
浦
所
長
に
出
会
い
ま

し
た
。私
の
営
業
人
生
の
原
点
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
い
た
方
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
同
じ
お
店
の
女
性
事

務
員
の
方
も
金
商
出
身
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、も
の
す
ご
く
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。人

一
倍
厳
し
い
所
長
で
、毎
日
厳
し
い
ご
指

導
を
受
け
な
が
ら
勉
強
の
毎
日
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
厳
し
い
中
に
も
優
し
さ
が

あ
り
、同
じ
金
商
出
身
の
私
に
は
よ
く
目

を
か
け
て
い
た
だ
き
、決
算
期
の
月
に
は

毎
週
の
よ
う
に
飲
み
に
連
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
時
の
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
業
務
は「
外

回
り
営
業
」と「
在
店
営
業
」の
２
パ
タ
ー

ン
に
分
か
れ
ま
す
。外
回
り
営
業
は
お
客

様
の
自
宅
へ
と
出
向
い
て
の
営
業
、在
店

営
業
は
そ
の
名
の
と
お
り
、シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
来
店
さ
れ
た
お
客
様
の
対
応
を
行
い

ま
す
。外
回
り
営
業
で
は
、車
の
調
子
な

ど
を
聞
き
な
が
ら
新
車
を
提
案
す
る
と

い
っ
た
活
動
を
行
い
ま
す
。新
規
の
飛
び

込
み
営
業
は
最
近
で
は
、ほ
ぼ
行
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。ま
た
、法

人
の
顧
客
を
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

在
店
営
業
に
関
し
て
は
、平
日
は
来
店
し

た
お
客
様
へ
の
接
客
と
商
談
が
主
業
務
と

な
り
ま
す
。ま
た
、土
日
の
イ
ベ
ン
ト
へ
向

け
、電
話
営
業
な
ど
に
よ
り
、イ
ベ
ン
ト
の

案
内
や
新
車
情
報
の
提
供
な
ど
も
行
い

ま
す
。

　

一
番
の
仕
事
は
当
然「
車
を
売
る
こ
と

が
仕
事
だ
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

実
際
は
車
を
売
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、車
の
保
険
に
つ
い
て

な
ど
覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。個
人
の
お
客
様
だ
け
で
は
な
く
、法

人
対
応
、保
険
会
社
な
ど
取
引
企
業
と
の

や
り
と
り
も
あ
り
、平
日
の
日
中
は
事
務

所
で
の
電
話
応
対
や
書
類
作
成
な
ど
業

務
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。多
岐
に
わ
た

る
と
聞
く
と
良
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、自
分
の
成
長
を
実
感

で
き
た
の
で
、覚
え
る
と
い
う
こ
と
も
や

り
が
い
で
し
た
し
、な
に
よ
り
職
場
で
の

人
間
関
係
が
と
て
も
よ
く
、毎
日
楽
し
く

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
楽
し
い
毎
日
を
送
る
中
で

当
初
私
が
担
当
す
る
日
産
フ
ァ
ン
の
お
客

様
は
３
０
０
人
で
し
た
が
、数
々
の
出
会

い
紹
介
に
よ
り
１
０
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。う
ち
80
人
ぐ
ら
い
が
金
商
つ
な
が

り
で
す
。そ
の
当
時
か
ら
日
産
の
同
僚
に

金
商
は「
つ
な
が
り
強
い
ね
」と
よ
く
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。す
べ
て
に
お
い
て
毎
日
が

忙
し
い
日
々
で
し
た
。新
車
購
入
の
契
約

を
い
た
だ
く
た
め
に
自
宅
に
伺
う
必
要
が

あ
る
際
も
、先
方
の
都
合
に
合
わ
せ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、休
日
に
出
勤
や
深
夜
に

な
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た（
今

の
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。10
年
前
の
話
で

す
）。Ｏ
Ｂ
を
含
む
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
結
果
、日
産
メ

ー
カ
ー
表
彰
に
も
数
回
選
ば
れ
ま
し
た
。

不
思
議
な
も
の
で
、こ
う
い
っ
た
時
期
に

結
婚（
妻
も
金
商
出
身
）も
重
な
り
、家
族

も
増
え
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

32
歳
に
な
っ
た
あ
る
日
、社
長
よ
り「
鞍

月
店
の
店
長
や
わ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。当

時
の
店
長
の
平
均
年
齢
は
50
歳
以
上
で
す
。

ま
た
、オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
大
き
な
店

舗
で
大
丈
夫
か
と
思
い
ま
し
た
。30
代
店

長
は
０
人
で
し
た
が
、若
さ
と
体
力
で
は
誰

に
も
負
け
な
い
と
い
う
強
い
思
い
、勢
い
で

な
ん
と
か
日
々
乗
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。今

日
ま
で
３
店
舗
の
お
店
を
順
番
に
渡
り
歩

き
、管
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
、４
月
か
ら
は

金
商
高
校
か
ら
、い
ち
ば
ん
近
い
田
上
さ

く
ら
店
を
任
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、自
動
車
業
界
も
と
て
も
厳
し

い
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、金
商
魂

で
な
ん
と
か
乗
り
き
っ
て
い
ま
す
。い
い
意

味
で
人
々
の
生
活
様
式
や
仕
事
の
在
り
方

が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、学
校
、会
社
も

様
々
な
今
ま
で
の「
当
た
り
前
」を
見
直
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
は
必
ず

し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
限
ら

れ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、今
ま
で
気
が

付
か
な
か
っ
た
こ
と
や
気
づ
い
て
い
た
の

に
見
過
ご
し
て
い
た
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
状
況
を「
良
い
機
会
だ
」と

捉
え
て「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
自
分
自
身

も
改
め
て
気
づ
く
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
変
え
て

は
い
け
な
い
も
の
も
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、そ
の
中
で
も

私
は「
つ
な
が
り
」を

今
後
も
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。
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現
在
在
学
さ
れ
て
い
る
生
徒
の
み
な
さ

ん
は
日
々
、勉
強
、部
活
な
ど
励
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
本
当
に
大

変
な
時
代
変
化
の
真
っ
只
中
に
い
る
と
思

い
ま
す
。予
測
の
つ
か
な
い
大
変
化
の
時

代
の
中
で
、ど
う
や
っ
て「
人
間
ら
し
く
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
か
」が
、若
い
人
た

ち
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
に
負
け
る
こ
と
な
く
、ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
を
し
、金
商

の
す
ば
ら
し
い
歴
史
を
積
み
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、長
山
先
生
よ
り
、こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。金
商
を
卒
業

し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。や
っ
ぱ

り
金
商
い
い
で
す
ね
!!

母
校　

野
球
部権

野

 

都

波

沙

 

（
金
商
高
48
期
）

　

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
罹
患
さ
れ
た
方
、
そ
の
ご
家

族
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
高
ま
る
期
待
を
胸

に
幕
を
開
け
ま
し
た
が
、
世
界
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
、
未
曾
有
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

例
年
と
は
全
く
異
な
る
状
況
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
行
き
が

不
透
明
な
状
況
が
続
く
中
、
今
も
な
お
、

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
の
懸
命
な
活
動

や
ワ
ク
チ
ン
開
発
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
母
校
に
お

い
て
も
、
昨
年
は
創
立
１
２
０
周
年
記

念
大
会
が
開
催
さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、

こ
の
影
響
に
よ
り
残
念
な
が
ら
延
期
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
母
校
の
部
活
動
と
い
え
ば
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
17
年
連
続
、
44

回
目
の
全
国
出
場
と
、
輝
か
し
い
結
果

を
収
め
て
い
ま
す
。
野
球
部
も
昨
年
の

夏
季
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
保
護
者
以
外
の
入
場
が

で
き
ず
、
ネ
ッ
ト
配
信
か
ら
の
応
援
と

な
り
ま
し
た
が
、
準
決
勝
で
日
本
航
空

石
川
に
５
対
６
と
惜
し
く
も
敗
れ
た
も

の
の
３
位
と
健
闘
し
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
と

し
て
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。　

　

私
が
高
校
２
年
生
の
時
に
は
、
創
部

１
０
０
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同

窓
会
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
古
豪
広
島

県
立
広
島
商
業
高
校
を
相
手
に
石
川
県

立
野
球
場
で
招
待
試
合
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
同
窓
会
会
長
、

宮
村
さ
ん
の
始
球
式
が
行
わ
れ
試
合
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
野
球
部

と
し
て
非
常
に
大
き
な
財
産
と
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
入
学
し
た
こ
ろ
は
数
年
ぶ
り
に

初
戦
に
勝
利
し
た
と
い
う
状
況
で
し
た

が
、
こ
の
招
待
試
合
を
き
っ
か
け
に
、
広

島
商
業
高
校
か
ら
野
球
と
の
向
き
合
い

方
な
ど
、
数
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
野
球
部

と
し
て
の
取
り
組
み
方
も
変
わ
り
、
翌

年
に
は
久
し
ぶ
り
に
ベ
ス
ト
８
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
卒
業
後

も
外
部
コ
ー
チ
と
し
て
野
球
部
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
部
員
た
ち
の
健
闘
も
あ
り
、
ベ
ス
ト

８
や
４
に
入
る
こ
と
が
で
き
２
０
１
４

年
の
秋
季
大
会
で
は
26
年
ぶ
り
３
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
、
Ｏ
Ｂ
一
同
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
季
大
会
以
降
は
初
の
同
窓

生
監
督
と
し
て
竹
内
先
生
の
も
と
、
指

導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
ま

た
球
場
に
足
を
運
び
、
応
援
で
き
る
日

が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

す
。
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金
商
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
の

大
き
な
節
目
を

金
商
菫
台
卒
業
生
、
在
校
生
美
術
展
10
周
年
記
念

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
焉
に

望
み
を
か
け
て

竹

山

 
雅

万

 

（
金
商
高
２
期
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

大
変
な
被
害
が
到
来
し
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ〝
石
川
県
立

金
沢
商
業
高
等
学
校
創
立
１
２
０
周
年

記
念
式
典
〟も
２
０
２
１
年
11
月
14
日
に

持
ち
越
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
折
だ
か
ら
こ
そ
金

商
校
庭
の
「
豪
商
、
海
の
百
万
石
、
銭

屋
五
兵
衛
」の
像
が
指
し
示
す〝
銭
屋
商

訓
３
か
条
〟

　

第
１
条　

世
人
の
信
を
受
く
べ
し

　

第
２
条　

機
を
見
る
に
敏さ

と

か
る
べ
し

　

第
３
条　

果
断
勇
決
な
る
べ
し

が
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
受
け
継
い
で
き
た
こ
の〝
金

商
魂
〟を
全
世
界
に
発
揮
す
る
、
ま
た
と

な
い
機
会
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
熱
い
思
い
を
10
月
19
日
（
火
）

〜
24
日
（
日
）
ま
で
の
６
日
間
「
金
沢
21

世
紀
美
術
館
」に
お
い
て〝
第
10
回
金
商

菫
台
卒
業
生
及
び
在
校
生
美
術
展
〟
開

催
を
盛
大
に
催
し
、
明
る
く
楽
し
く
夢

の
あ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
金
商
菫
台
多
く
の
皆
さ
ん

の
出
展
と
作
品
鑑
賞
に
ご
協
力
い
た
だ

き
〝
金
商
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
〟

に
花
を
添
え
、
ま
た
１
日
も
早
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
焉
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
の
大
切
な
会
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
12
月
１
日

「
暮
れ
ゆ
く
」（
プ
ラ
ハ
）

大

谷

 

裕

子

 

（
金
商
高
10
期
）

２
０
１
９
年
11
月
27
日
〜
12
月
９
日

国
立
新
美
術
館　

カ
ル
チ
ャ
ー
芸
術
展

　

人
物
画
だ
け
を
描
い
て
き
た
私
が
、

初
め
て
描
い
た
風
景
画
で
す
。
大
理
石

と
漆
喰
の
白
い
塔
を
逆
光
で
黒
く
、
後

方
の
暖
か
く
街
に
降
り
そ
そ
ぐ
慈
光
を

表
現
し
ま
し
た
。

—
—

旅
の
思
い
出—

—
　

２
０
０
４
年
11
月
、
マ
マ
友
４
人
で

東
欧
３
都
市
を
巡
り
ま
し
た
。
千
年
古

都「
百
塔
の
街
」の
プ
ラ
ハ
の
眺
望
が
今

回
の
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
最
古
の
劇
場
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
」
を
、

国
立
オ
ペ
ラ
座
で
は
当
時
ウ
ィ
ー
ン

フ
ィ
ル
に
い
た
小
澤
征
爾
の
オ
ペ
ラ

「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
を
鑑
賞
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト

で
は
世
界
一
美
し
い
ド
ナ
ウ
の
真
珠
と

呼
ば
れ
る「
く
さ
り
橋
」を
眺
め
な
が
ら

の
夜
の
ク
ル
ー
ズ
な
ど
、
盛
だ
く
さ
ん

の
旅
行
で
し
た
。

　

今
ま
で
26
か
国
ほ
ど
出
か
け
て
い
ま

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
前
の
ペ

ル
ー
・
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
以
降
、
海
外
旅

行
に
行
け
な
い
の
が
１
番
の
ス
ト
レ
ス

に
な
っ
て
い
る
、
こ
の
頃
で
す
。

—
—

今
ま
で
の
制
作—

—

「
イ
ン
ド
の
母
子
」「
イ
ン
ド
の
白
い
牛

と
女
性
」「
ウ
ィ
ー
ン
の
教
会
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
と
少
女
」
を
描
い
た
大
・

小
２
作
品
。

「
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
男
性
と
少
女
」「
モ

ロ
ッ
コ
の
室
内
の
女
性
」「
薔
薇
園
の

女
性
」「
エ
ジ
プ
ト
・
ハ
ト
シ
ェ
プ
ト

女
王
幻
想
」等
々
。

美
術
展
に
寄
せ
て



大
会
実
行
委
員
長　

中
村　

勉

（
金
商
高
14
期
）

　

令
和
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
１
年
で

し
た
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
母
校
創
立
１
２
０
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
記
念
の
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

式
典
や
祝
賀
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
関
係

各
位
と
協
議
の
う
え
、
や
む
な
く
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
前
に
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
母
校
の
募
金
活

動
に
対
し
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
学
校

の
希
望
で
あ
っ
た
吹
奏
楽
部
の
楽
器
入

れ
替
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
改

め
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

募
金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
は
未
だ
見
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
開
催
延
期
と
な
っ
て
お

り
ま
す
式
典
と
祝
賀
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
11
月
14
日（
日
）に
開
催
の
予

定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
と
共
に
、
ぜ
ひ
こ
の
日
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
大
会
の
開
催
に
お
け
る
募
金

の
金
額
は
現
在
、
目
標
額
の
半
分
に
達

し
た
状
況
で
す
。

　

募
金
は
、
今
後
の
同
窓
会
運
営
費
用

な
ら
び
に
奨
学
奨
励
賞
な
ど
に
充
当
さ

れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
な
に

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念
全
国
大
会　

経
過
報
告

募
金
単
位	

一
口　

５
，
０
０
０ 

円

　
（
幾
ロ
で
も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
五
万
円
以
上

の
方
は
式
典
祝
宴
に
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。）

募
金
期
間	

令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で

送
金
方
法	

金
沢
小
立
野
郵
便
局

	

払
込
口
座
番
号

	

０
０
７
７
０-

１-

１
０
０
４
０
７

	

金
商
董
台
同
窓
会
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今
か
ら
思
え
ば
、
11
年
前
の
６
月
初

め
に
突
然
、
同
期
生
の
越
田
さ
ん
が
、

前
宮
村
会
長
の
後
任
に
会
長
と
１
１
０

周
年
記
念
大
会
実
行
委
員
長
を
藤
澤
さ

ん
が
な
る
の
で
、
事
務
局
を
受
け
て
も

ら
え
な
い
か
と
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
前
日
に
組
合
の
専
務
理
事

を
退
任
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
以
前
に

藤
澤
さ
ん
と
は
金
商
菫
台
懇
話
会
で
１

年
間
一
緒
に
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
同
窓

会
に
は
全
く
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
伝
統
あ
る
同
窓
会
運
営
が
で
き
る

の
か
と
不
安
に
思
い
つ
つ
も
引
き
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
は
前

樫
見
事
務
局
長
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

平
成
22
年
11
月
７
日
母
校
創
立
１
１
０

周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
日
の
反
省
会
の
場
で
会
長
と
事
務
局

長
の
交
代
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
の
10
年
間
、
病
気
も
せ
ず

に
元
気
で
活
動
で
き
た
こ
と
、
同
窓
会

年
間
行
事
活
動
以
外
の
特
別
な
体
験
が

で
き
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
新
校
舎
の
建
設
で
す
。
旧
校

舎
の
１
階
で
狭
い
道
路
側
に
事
務
局
が

あ
り
、
天
気
が
良
け
れ
ば
窓
を
開
け
、

日
は
入
り
、
そ
よ
風
が
流
れ
最
高
の
場

所
で
し
た
。
ま
ず
は
体
育
館
が
完
成
し
、

次
に
新
校
舎
の
建
築
で
す
。
同
窓
会
の

活
動
と
並
行
し
て
新
校
舎
に
設
置
す
る

エ
ア
コ
ン
関
係
で
、
当
時
の
金
商
高
竹

中
事
務
長
と
幾
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
も
の
で
す
。
平
成
25
年
３
月
に
校
舎

が
完
成
し
て
、
い
よ
い
よ
事
務
局
の
引

っ
越
し
で
す
。
旧
校
舎
の
倉
庫
（
長
年

の
埃
に
ま
み
れ
て
）
と
事
務
局
の
中
の

整
理
、
書
類
な
ど
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
て
、

新
校
舎
へ
の
移
転
で
す
。
新
校
舎
の
事

務
局
に
は
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
快
適
で
、
ま
た
、
同
窓
会
の
倉
庫
も

１
室
い
た
だ
き
ま
し
た
が
後
か
た
づ
け

で
大
変
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

旧
校
舎
の
解
体
が
始
ま
り
、
グ
ラ
ン

ド
の
整
備
が
終
了
し
、
平
成
26
年
11
月

11
日
に
新
校
舎
完
成
記
念
式
典
と
祝
賀

会
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

成
27
年
８
月
に
は
創
立
１
１
５
周
年
記

念
大
会
と
本
部
総
会
を
同
時
に
行
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
行
事
が
多

く
あ
り
、
よ
く
対
応
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

事
務
局
長
時
代
に
す
ご
く
印
象
に
残

る
で
き
ご
と
が
幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

①
金
沢
商
業
が
選
抜
高
校
野
球
の
21

世
紀
枠
で
、
春
の
甲
子
園
に
漏
れ
た
こ

と
で
す
。
平
成
26
年
１
月
23
日
の
午
後

３
時
に
校
長
室
の
電
話
が
鳴
れ
ば
出
場

で
き
る
と
の
一
報
を
待
っ
て
、
校
長
室

に
は
報
道
陣
・
関
係
者
で
溢
れ
返
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
時
は
胸
が
わ
く
わ
く

と
同
時
に
、
決
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
協
賛

金
を
集
め
る
準
備
を
し
な
く
て
は
？
２

つ
の
気
持
ち
が
行
っ
た
り
来
た
り
。
で

も
残
念
で
し
た
。
今
後
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

②
旧
事
務
局
の
陳
列
ケ
ー
ス
の
中
に

飾
っ
て
あ
っ
た
大
島
鎌
吉
さ
ん
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
一
式
で
す
。
何
も
知
ら
ず
に

引
っ
越
す
時
に
大
先
輩
で
あ
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル
を
取
ら
れ
た
方

だ
と
認
識
し
ま
し
た
。
綺
麗
に
し
て
保

い
つ
の
間
に
か

前
同
窓
会
事
務
局
長　

山

科

 

義

治
（
金
商
高
７
期
）

旧事務局

新事務局
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管
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
後
に
石

川
県
体
育
協
会
に
譲
渡
い
た
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
開
催
に
決
定

し
た
こ
と
で
急
に
話
題
と
な
り
、学
校
に

報
道
陣
が
ま
い
り
ま
し
た
。実
は
大
島

さ
ん
は
以
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、日
本
選
手
団
の
団
長
だ
っ
た
の
で
す
。

報
道
陣
な
ど
の
対
応
で
大
島
さ
ん
を
い

ろ
い
ろ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

③
新
校
舎
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
は
卒
業

生
の
方
々
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

し
た
。銭
屋
五
兵
衛
像
・
友
情
の
碑
の
前

に
あ
る「
三
す
く
み
の
石
」・
三
勇
の
石
・

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル（
１
３
０
周
年
時
に
開

封
）な
ど
、知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、楽
し
か
っ
た
よ
う
な
大
変
だ
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。し
か
し
、こ
こ

ま
で
頑
張
れ
た
の
も
同
窓
会
の
先
輩
方
、

同
期
生
、後
輩
の
皆
様
方
の
応
援
お
よ
び

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、

関
東
支
部
・
関
西
支
部
の
皆
様
方
に
も

深
く
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、学

校
関
係
の
先
生
方
、事
務
局
の
皆
様
方
に

も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
年
間
の
間
、
至
ら
な
い
所
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

名
付
け
て
「
金
沢
・
東
京
37
会
」
は

２
０
０
７
年
に
始
ま
り
途
絶
え
る
こ

と
な
く
同
窓
の
仲
間
で
毎
年
３
年
間
の

絆
を
13
年
に
わ
た
り
紡
い
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛

し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
す

れ
ば
改
め
て
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
仲
間

の
み
ん
な
が
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
「
金
沢
・
東
京
37
会
」
と
は
昭
和
37

年
度
に
卒
業
し
た
金
商
高
３
回
生
で
金

沢
・
東
京
に
お
い
て
横
の
個
々
の
つ
な

が
り
で
集
ま
っ
た
16
名
（
金
沢
８
東
京

８
・
男
８
女
８
）
の
仲
間
で
す
が
、
部

活
が
一
緒
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ

大島鎌吉選手（金商25期）

今
も
続
く
同
窓
の
絆

関
東
支
部
長　

長
　

明

博
（
金
商
高
３
期
）



金商校内にて

ス
が
一
緒
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
不

思
議
な
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

毎
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
１
泊

旅
行
を
企
画
し
て
日
中
は
そ
の
周
辺
の

名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
歴
史
や
文
化
に
ふ

れ
、ゆ
っ
た
り
と
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、

夕
食
は
美
味
し
い
食
と
お
酒
に
舌
鼓
を

打
ち
、夜
は
遅
く
ま
で
昔
話
や
思
い
出
に

花
を
咲
か
せ
時
間
の
経
つ
こ
と
を
忘
れ

○
○
年
前
の
青
春
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
の
こ
の
頃
は
65
才
を
回

り
仕
事
も
一
段
落
し
て
時
間
的
に
余
裕

が
も
て
る
年
代
で
も
あ
り
、
病
気
や
そ

の
時
の
何
か
の
都
合
で
参
加
で
き
な
い

人
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
15
名
前
後
の

参
加
で
13
回
を
数
え
て
お
り
ま
す
（
残

念
な
が
ら
１
人
の
仲
間
が
天
国
に
先
立

た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
）。

　

最
初
に
訪
れ
た
場
所
は
新
潟
の
六
日

町
で
雪
の
中
で
の
旅
行
で
「
か
ま
く
ら
」

を
経
験
し
、
旅
館
の
厚
意
に
よ
り
半
日

バ
ス
で
周
辺
の
観
光
巡
り
、
晴
天
の
白

銀
に
き
ら
め
く
八
海
山
か
ら
の
展
望
は

素
晴
ら
し
い
景
観
で
し
た
。

　

翌
年
か
ら
新
緑
の
季
節
に
金
沢
と

東
京
の
間
の
新
幹
線
駅
で
待
ち
合
わ
せ
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
周
辺
の
観
光
で

知
識
を
吸
収
し
て
、
互
い
に
酒
を
酌
み

交
し
な
が
ら
の
楽
し
い
夕
べ
の
宴
に
な

り
、
毎
回
同
じ
よ
う
な
話
を
飽
き
も
せ

ず
繰
り
返
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

北
陸
新
幹
線
沿
線
が
中
心
で
す
が

２
０
１
０
年
は
会
津
若
松
か
ら
裏
磐
梯

に
、
２
０
１
４
年
に
は
山
形
に
足
を
延

ば
し
て
山
寺
・
米
沢
と
旅
し
ま
し
た
。

　

そ
の
軌
跡
を
列
挙
す
る
と

①
２
０
０
７
年 

新
潟
六
日
町
・
八
海
山

②
２
０
０
８
年 

小
諸
・
懐
古
園

③
２
０
０
９
年 

松
本
・
美
ケ
原

④
２
０
１
０
年 

会
津
・
裏
磐
梯

⑤
２
０
１
１
年 

小
布
施
・
高
峰
高
原

⑥
２
０
１
２
年 

志
賀
高
原
・
万
座
温
泉

⑦
２
０
１
３
年 

戸
隠
神
社
・
渋
温
泉

⑧
２
０
１
４
年 

山
形
・
山
寺
・
米
沢
上
杉
神
社

⑨
２
０
１
５
年 

野
尻
湖
・
野
沢
温
泉

⑩
２
０
１
６
年 

上
田
・
別
所
温
泉　

こ
の
回

よ
り
年
齢
の
こ
と
も
あ
り
レ
ン
タ
カ
ー

を
借
り
る
こ
と
は
や
め
て
旅
館
の
送
迎

バ
ス
な
ど
利
用
し
、周
辺
観
光
は
な
し
で

も
そ
の
分
た
っ
ぷ
り
話
の
華
を
咲
か
す

こ
と
を
楽
し
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⑪
２
０
１
７
年 

戸
倉
上
山
田
温
泉

⑫
２
０
１
８
年 

山
田
温
泉

⑬
２
０
１
９
年 

小
諸
・
高
峰
高
原

　

こ
の
よ
う
に
「
金
沢
・
東
京
37
会
」
が

続
い
て
い
る
の
は
、
ま
ず
毎
回
旅
館
の

手
配
な
ど
を
率
先
し
て
世
話
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
で
す
が
、
世
話
し
て

く
れ
た
内
容
に
つ
い
て
絶
対
に
不
満
や

文
句
を
言
わ
な
い
、
行
き
先
や
費
用
な

ど
会
話
の
中
で
も
、
仲
間
の
気
持
ち
を

咀
嚼
し
て
決
め
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら

だ
れ
一
人
文
句
を
言
う
人
は
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
旅
行
中
の
種
々
の
世
話
も

自
然
と
担
当
が
決
ま
り
、
い
つ
も
そ
の

人
に
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
う
し
て
長
く
変
わ
ら
ず
に
続
い
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
２
０
２
０
年

は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
果
た
し
て

２
０
２
１
年
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
に

か
く
早
く
お
会
い
し
て
お
話
し
で
き
る

こ
と
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
ま
す
。

2009年 松本城にて

2007年 八海山にて

2019年 高峰高原にて
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学校のひろば学校のひろば
株式会社

王座金商

　

金商ライフサポート株式
会社（模擬）から「株式会社王座金

商」になり４年目に入りました。
私たちは、主にオリジナル商品の開発、商品販売
活動をしています。今年度は、新型コロナウイルスの影
響により、オリジナル商品を校外にＰＲする機会がほぼな
くなり、残念な一年となりました。代わりに生徒や保護者、先
生方に向けた校内販売を中心に行いました。また、金商デパー
トが中止となったため、申込書を利用した予約販売も行いました。
しかし、このような制約のある生活の中でも、東ロータリークラブ
の例会で商品販売、例会に参加して王座金商の活動や課題につい
てもお話しさせていただく機会がありました。
今年度の私たちの活動の様子などは、当社のホー
ムページに載せています。ぜひ、そちらの方もご
覧ください。（URL  http://ohzakinsho.co.jp/）
来年度は、延期された創立120周年記念事業に向け、新た
なオリジナル商品を開発し、より多くの方に金沢商業高
等学校を知ってもらえるよう精進を重ねていきます
ので、今後ともよろしくお願いいたします。

生徒代表
山嶋 夏実

金沢東ロータリークラブ
例会にて

石川県立盲学校にて

金商校内にて
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　今年度は、新型コロナウイルスの影響により、
金商デパート・地域イベント中止により、販売活動
ができず、もどかしく感じた年でした。しかし、でき
ないことを嘆き続けるのではなく、形を変えて継
続できることや新しい取り組みができないかと考
え、行動し続けることが大切だと気づく一年となり
ました。
　今年度は、新たなオリジナル商品を開発するこ
とはできませんでしたが、３密対策を取り入れた
販売方法を考え、既存商品の改良、金沢東ロータ
リークラブの例会にて当社の活動紹介、保護者・
生徒に向けて申込用紙を用いた商品販売、近隣
校への販売活動依頼などを行いました。生徒たち
は、新しい試みに試行錯誤しましたが、相手の立
場になって考えること、チームとなって取り組む大

切さなどを知る経験ができました。また、このよう
なときだからこそ、私たちは、多くの人に支えられ
て活動ができていると実感もできました。本当に
ありがとうございました。
　来年度に延期された創立120周年記念式典で
は、この経験を活かし、微力ながらも式典に貢献
できるよう、これからも生徒たちとともに励んでい
きたいと思っております。
　今後も、出会いを大切にしつつ、挑戦する姿勢
を忘れず、時代の流れに沿った、お客様に笑顔や
幸せをもたらす商品の開発・販売をしていきたい
と思っております。これからも株式会社王座金商
をよろしくお願いいたします。

顧問　小木 法子

● 入浴剤
　金商美女物語Ⅲ

● マスク用ケース

2020年新商品「和なんしぇ」を開発。この商品は、課題研究「商品開発」
の3年生が「ケーキハウスエンゼル」さんと協同で作りました。 白山コシ
ヒカリを使った米粉と加賀野菜で作られたフィナンシェです。

2014年、金沢市の洋菓子店「金沢ボストン」
と協同開発された「金沢望郷歌」。
石川県産コシヒカリと地元素材（五郎島金
時、打木赤皮甘栗かぼちゃ、加賀れんこん）
をふんだんに使った人気商品。金商高校だ
けでなく金沢駅「あんと」の金澤BOSTONで
も販売中！！



　2020年11月28日（土）に金沢商業高校吹奏
楽部第11回定期演奏会が金沢市文化ホールにて
開催されました。今年は、新型コロナウイルス感
染予防対策として、ご来場を生徒・教職員および
部員の保護者に限定させていただきました。
　第１部は「シンフォニックステージ」としてアル
フレッド・リード作曲の「ヴィヴァ・ムジカ」で幕
を開け、今年度取り組んだ曲を中心に演奏させて
いただきました。
　 第２部は「ポップス&ジャズステージ」と題
し、ボサノバのナンバーで有名な「トリステーザ」
や「オリジナルヒット曲メドレー」など部員が企
画・演出を行い、大いに盛り上がりました。

　今年度は、演奏会を開催するにあたり、様々な
制約が生じ、不安な面も多々ありましたが、部員
同士で協力し合い、無事終了できました。皆様か
らの温かい拍手や励ましをいただき、感謝の気
持ちでいっぱいです。
　来年は、このような事態が終息し、より多くの
方々に私たちの演奏で楽しんでいただけることを
願い、より一層練習に励みたいと思っております。
今後ともご支援くださいますようお願い申し上げ
ます。
　最後に定期演奏会を開催するにあたり、同窓
生をはじめ、多くの方々にご支援・ご協力いただ
き誠に感謝しております。ありがとうございました。

吹奏楽部
第11回定期演奏会
石川県立金沢商業高等学校

吹奏楽部一同

吹奏楽部
第11回定期演奏会
石川県立金沢商業高等学校

吹奏楽部一同
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金沢（2）・富山（1）・石川県立看護（1）・金沢星稜（26）・金沢学院（4）・
北陸（7）・金城（6）・北陸学院（7）・金沢工業（1）・中央（2）・南山（1）・
名城（2）・大阪商業（1）・愛知学院（3）・岐阜女子（2）・中部学院（1）・
日本女子（2）・相模女子（1）・仁愛（1）・東海学園（1）・日本経済（1）・
至学館（1）・愛知東邦（1）・國學院（1）・愛知大学（1）

金沢学院短（5）・金沢星稜女子（11）・金城短大（7）・北陸学院（2）・
富山福祉（1）・桐朋学園芸術（1）

石川県立総合看護（2）・石川県立保育（3）・金沢医療センタ―附属金沢看護（1）・
金沢看護（4）・加賀看護（1）・金沢リハビリテーション（2）・石川県歯科医療（6）・
金沢医療事務（4）・石川県調理師（1）・国際調理（4）・金沢製菓調理（1）・石川県
理容美容（6）・金沢美専（3）・大原簿記法律観光（金沢校）（7）・金沢文化服装（1）・
金沢情報ITクリエーター（1）大原スポーツ医療保育福祉（福井校）（1）・京都IT
会計法律（1）・日本工学院（1）・NCC新潟コンピューター（1）横浜中央病院附属
看護（1）・文化服装学院（1）・東京モード（1）・東京ダンスアクターズ（2）・大阪航
空（1）・大阪医療福祉・製菓＆スポーツ（1）・名古屋スクールオブビジネス（1）・東
京医療秘書福祉（1）・お茶の水スクールオブビジネス（1）・バンタンデザインクリ
エーターアカデミー（1）・ヴェールルージュ美容（1）・金沢医療技術専門学校（1）

男

女

男

女

男

女

14

33

1

20

12

39

47

21

51

119  

11

12

0

2

2

13

23

2

15

40

25

45

1

22

14

52

70

23

66

159

4年制
大学

短期
大学

専門
学校等

県内 県外 合計

４年制
大学

短期
大学

専門
学校等

合格者数一覧	 （令和3年1月7日現在の延べ人数）

令和２年度　進学状況
進路指導課（進学担当）  中谷 泰司

　今年度は、5月の連休後の時点で、昨年よりも多い
150名を上回る進学希望者がいました。進学希望の
3年生は、コロナ禍の中、5月末の分散登校時から志
望先の決定、準備、受験とあわただしく時間が過ごし
てきました。2年の3学期末の休校、4月5月の長期に
わたる休校で、学校推薦型選抜（旧来の推薦入試）
や総合選抜（旧来のAO）で進学を目指そうとする受
験生は、オープンキャンパスや学校見学の中止や受
験時期や選抜方法の変更などにより、不安やとまど
いが感じられたことと思います。準備の時間がない
分、進路指導課（進学）として、早期に具体的な情報
と受験準備のための方策を提供し、支援してきまし
た。とりわけ、令和3年度入試より受験生の調査書の
形式が変更となり、高校生の学習面がこれまで以上
に詳しく記載されるようになりました。また、「活動報
告書」を出願時に提出するなど、受験そのものも多
様化し、過渡期にありました。そのために、例年より志
望の変更、受験の方法等で担任をはじめ、進路指導
課の担当とも面談する生徒も多く、進学希望者は最
終的に160名になりました。
　そのような中で、令和3年1月の時点の進路の決定

（合格）状況は、大学進学者は70名、短期大学は23
名、専門学校は66名となりました。国公立大学に合
格した4名をはじめ大学に進学を決定した生徒の中
には、マスクやシールドを用いた面接を経験し、ネッ

ト環境でのリモート面接に臨んだ生徒もいます。コミ
ュニケーション能力や柔軟な対応力は、部活動そし
て日頃から学校行事で見つけけられた力の賜物と
思われます。また、例年よりも多様なタイプの小論文
や事前の課題に取り組んだ生徒においては、高校で
の学びや資格取得で培ってきた力を十分に活用で
きたのではないでしょうか。短期大学に進学する生
徒は、早期に自己の将来を見据えた、資格取得など
実践的な学びに向かって進路を選択できました。さ
らに、専門学校に進学する生徒は自己の資質の特徴
や商業高校での学びのその先にある専門職としての
就職を見据えた進路を選択しています。今年度、特
徴的だったのは、医療の分野で大学、短大、専門学校
に進学する生徒が多かったことです。高校で勉強で
きなかった科目を学ぶことになるので、初心に立ち
戻り進学先の学校では予習復習を心がけてほしいと
思います。
　同窓の皆様方には、何かとお知恵を拝借したり、
県内外問わず、後輩の面倒を見ていただいたり、また、
就職する際にも、何かとご高配を頂戴したりする機
会が多々生じることと存じます。将来は地元で就職の
活動をする場合や他の都道府県から戻って就職を
考える生徒も多いのではないかと思います。同じ学
び舎から巣立つ後輩たちのため、何とぞ最大限のお
力添えを賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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令和２年度　就職状況

内定者数	 （令和２年12月末現在）

進路指導課（就職担当）  中川 勝己

　今年、本校では116名（41.9％）の生徒が就職
を希望し、今春から実社会に旅立とうとしています。
今年度はコロナウイルスの感染拡大に伴い、3月か
ら2か月余りの休校を経て6月から学校が再開され
ました。その間、リモートや登校日を利用して進路
に向けた取り組みを行なうなど、7月からの求人受
付に向けて準備を進めてきました。求人の受付状
況は昨年度までの高い有効求人倍率から一転減
少に転じ、全体としては3割ほど前年を下回りまし
た。ただ、それでも就職希望者に対する求人倍率は
8月末時点で4倍を超え、これもひとえに卒業生を
はじめ、同窓会の方々の長年にわたるご活躍があ
ればこその賜物と感じております。
　また、就職活動にも変化がありました。8月から行
なった応募前職場見学では人数制限や分散での
実施となり、一部の企業ではリモートに代えての開
催もありました。そして、一番の変更点は就職試験
の解禁日が1か月繰り下がって始まったことでした。

受験では生徒のみならず企業先も感染拡大に十分
配慮して試験が行われました。内定状況について
は、事務職を中心に下記のとおりとなっております。
　生徒たちには社会に貢献できる人材を目指し、
金商の伝統でもある「人づくりの金商」をモットー
に日々の学習や部活動等を通して豊かな人間性と
強い精神力を育んできました。また、地域産業をは
じめ協働社会の健全で持続的な発展を担う職業人
としての礎を築くなど金商ブランドの向上に職員・
生徒ともに「チーム金商」として取り組んできました。
そして、時代に即した人材の育成に努めていくこと
で同窓生の方々のご期待に応えていきたいと考え
ております。
　最後に同窓生の皆様には就職模擬面接をはじ
め、企業訪問等で大変お世話になり誠に有難うご
ざいました。心より御礼申し上げるとともに今後と
もご支援のほどお願いいたします。

令和２年8 月2７日・2８日　同窓会による就職模擬面接

専門的・技術的職業
事 務 的 職 業
販 売 の 職 業
サ ー ビ ス の 職 業
保 安 の 職 業
生 産 工 程 の 職 業
輸送・機械運転の職業
運輸・清掃・包装等の職業

小　計
合　計

業　種

職　種

建

設
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

製

造

電
気
・
ガ
ス
・

水

道

運
輸
・
郵
便

卸
売
・
小
売

金
融
・
保
険

学
術
・
専
門
・

技

術

宿
泊
・
飲
食

情

報

通

信

不
動
産
・
物
品
賃
貸

生
活
関
連
・

娯

楽

医
療
・
福
祉

複
合
サ
ー
ビ
ス

サ

ー

ビ

ス

公

　

務

小

計

合

計

4 31 1 7 6 31 6 3 2 5 1 1 7 3 5 113

  2 2 1   2 3                       4 6    10
  2  7 1    2 3 1 20 1 5  2  2      1 1 4  3 1 1 7 50    57
        2   2 6             1 1     3 9    12
                1   3 2  1         3 4 7
                             2 1 2 1 3
   9 12        1                   9 13    22
         1                      1 0 1
           1                    1 0 1
 0 4 11 20 1 0 2 5 3 3 4 27 1 5 0 3 0 2 3 2 0 1 0 1 2 5 0 3 3 2 30 83   113
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令和元年度　部活動の成績

［ 運　動　部 ］ （令和３年１月現在）

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績

陸 上 競 技 部
卓 球 部

女子バスケ部

男子バスケ部

男子バレー部

女子バレー部

ソフトボール部

ハンドボール部

バドミントン部

テ ニ ス 部
ソフトテニス部

野 　球　 部

サ ッ カ ー 部

チアリーディング部

部 活 動 名

第７位
３回戦敗退（1-3羽咋工業）
２回戦敗退（0-3遊学館）

ベスト16（北信越選抜大会個人出場）
ベスト32
ベスト32
ベスト32

第３位
第３位

１回戦敗退
２回戦敗退
ベスト８
第３位
優　勝
優　勝

１回戦敗退
ベスト８
第３位
第３位

優勝・文部科学大臣特別賞
２位・スポーツ庁長官特別賞

ベスト８
ベスト８
第３位
ベスト16
ベスト16
２回戦敗退
優　勝
第２位
第３位
ベスト８
ベスト16
ベスト16
優　勝
第２位
第２位
ベスト８
ベスト16

第３位（ベスト４）

２回戦敗退
予選リーグ敗退

第６位

第11位

金丸希望

常本梨乃
眞田采奈
堀口朋花
東愛子
梁・今川・上森・金子・藏方・
清水・畑・森・川島・竹中・　
本江・宮本・山田・山本・　
小林・西川・山田

川畑
捻原
大灘
野々市・加藤、髙崎・濱里

番匠・山本、熊岡・岡島
番匠

中村・村井組
和田・田中組

和田
中村・村井組
作田・西組

田中萌・西組

田中萌・西組
対　金沢龍谷（5-0）勝
対　北陸学院（6-4）勝
対　遊学館（3-0）勝
対　航空石川（5-6）負
対　寺井（2-4）負
対　金沢学院（3-6）負

Ⓐ庄田・南島・裏野・島・　
　宮下・元田・山本・吉田 
Ⓑ桑原・中川・縄・西出・　
　蓮野・松田・宮本・米田 

女子100mH　
男子団体
女子団体
女子シングルス

女子シングルス

女子ダブルス
女子団体
女子ダブルス
女子シングルス
団体
女子ダブルス

団体
個人女子ダブルス

団体
個人女子ダブルス
団体
団体
個人女子ダブルス
1回戦
2回戦
準々決勝
準決勝
２回戦
地区大会
高校選手権　県大会
県新人大会
チアリーディングスピ
リッツ高等学校の部
（ⒶⒷ2チーム）

令和2年度石川県高校新人陸上競技大会
令和2年度石川県高等学校新人大会卓球競技

令和2年度石川県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技代替大会

令和2年度石川県高等学校バスケットボール選手権大会
令和2年度石川県高等学校新人バスケットボール大会
令和2年度石川県高等学校バスケットボール選手権大会
令和2年度石川県高等学校新人バスケットボール大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会石川県大会
令和2年度石川県高等学校バレーボール新人大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会石川県大会
令和2年度石川県高等学校バレーボール新人大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会
石川県高校総体代替大会ソフトボール競技
令和2年度石川県高等学校新人体育大会ソフトボール競技
令和2年度石川県高等学校新人体育大会ハンドボール競技
高校選抜大会北信越決定戦
石川県高等学校バドミントン3年生大会2020大会

令和2年度石川県高等学校新人体育大会
バドミントン競技

令和2年度石川県高等学校新人体育大会テニス競技
県高校総合体育大会ソフトテニス競技

金沢地区代替大会
石川県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

代替大会

金沢地区高等学校ソフトテニス夏季大会
石川県高等学校ソフトテニス新人大会金沢地区予選
金沢地区高等学校ソフトテニス秋季大会
令和2年度石川県高等学校ソフトテニス新人大会

石川県高等学校野球大会

第143回北信越地区高等学校野球石川県大会
第28回石川県高等学校野球1年生大会
令和2年度全国高等学校サッカー選手権大会県大会
令和2年度石川県高等学校新人大会サッカー競技
第15回北信越チアリーディング選手権大会

出場1チームのため順位つかず

最優秀賞

第２位
第３位
第１位

第１位
第２位
第２位
第１位
第３位
第１位

出場予定

出場予定
出場予定
出場予定
出場予定
出場予定

中村（金商）0-1高平（津幡）1回戦敗退
中村（金商）0-2吉本（県工）2回戦敗退

芳炭・山森・茶谷・　　　　
杉森・中浦
大畑・山下・山田・小森・　
角・西村・増田
中川由菜
得能百那子
中川・船本・得能・小山・　
古田・小北・中村・多々見
中川由菜・得能百那子
小北采奈・古田花
番場妃菜・細洞華
川上胡葉
中江幸子
細洞華
中川・船本・得能・小山・　
古田・小北・中村・多々見
中川由菜・得能百那子
小北采奈・古田花
番場妃菜・細洞華
川上胡葉
細洞華
２年 中村 葵
２年 中村 葵

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績

第15回北信越チアリーディング選手権大会

令和2年度石川県高等学校総合体育大会
少林寺拳法競技代替大会　

令和2年度石川県高等学校新人体育大会
少林寺拳法競技　

令和2年度全国高等学校選抜大会少林寺拳法競技

第62回石川県高等学校剣道加賀地区大会
令和2年度石川県高等学校新人体育大会剣道競技

チアリーディング部

少林寺拳法部

剣 道 部

部 活 動 名

スモールグループス演技競
技女子部門高等学校の部
団体演武

女子単独演武

団体演武

自由組演武

規定組演武
規定単独演武

弁論の部
団体演武

自由組演武

規定組演武
規定単独演武
弁論の部
個人試合 高校男子の部
男子個人戦

［ 文化部・商業部 ］

きらめき賞
優秀賞
第２位
優　勝
第２位
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
第２位
第３位
佳良
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第２位
優　勝
優　勝
優　勝
第２位
第３位

吹 奏 楽 部

Ｅ Ｓ Ｓ 部

珠算・電卓部

いしかわ吹奏楽コンサート
第26回日本管楽器合奏コンテスト
第47回石川県高等学校文化連盟商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会　

北井・笹山・出口
北井愛希子
出口輝
清水理紗
清水理紗
清水理紗
清水理紗
中川・白江・馳川
中川晴菜
馳川彩
白江陽
高橋咲生
馳川彩
白江陽
中川晴菜
中川晴菜
高橋咲生
白江陽
清水理紗
清水理紗
清水理紗
清水理紗
中川・白江・高橋
中川晴菜
白江陽
馳川彩

WEB総選挙　
予選審査会
英語レシテーション競技  団体
　　　　　　　　　個人

珠算競技　　個人総合
　　（種目別）読上暗算
　　　　　　応用計算
　　　　　　読上算　
電卓競技　　団体総合
　　　　　　個人総合

　　（種目別）応用計算

　　　　　　読上算

珠算競技　　個人総合
　　（種目別）読上暗算
　　　　　　応用計算
　　　　　　読上算　
電卓競技　　団体総合
　　　　　　個人総合

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

珠算・電卓部

ワープロ部

簿記研究部

情報処理部

競技かるた部

美 術 部

演 劇 部
フラワーアレンジメント部
書 道 部

観光研究部
茶 道 部
写 真 部

合 唱 部

インターアクト部

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会　

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高文連商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高文連商業部新人競技大会

令和2年度第28回石川県高等学校かるた選手権大会

秋の高文連金沢地区美術展（展示）

今年度大会なし
今年度大会なし
令和2年度　金沢地区美術展

今年度大会なし
今年度大会なし
令和2年度　石川県学生写真コンクール

第84回石川県高等学校合同音楽会代替大会

今年度大会なし

電卓競技　　個人総合

　　（種目別）応用計算

　　　　　　読上算

ワープロ競技　団体

　　　　　　　個人

ワープロ競技　団体

　　　　　　　個人

簿記会計競技　団体

　　　　　　　個人

簿記会計競技　団体

　　　　　　　個人
情報処理競技　団体

　　　　　　　個人
情報処理競技　団体

Ⅱ部（経験者）　A組

　　　　　　　B組

Ⅲ部（初心者）　A組
　　　　　　　B組

秋の高文連金沢地区美術
展（展示）

写真コンクール特別展

高橋咲生
伊藤天音
中川晴菜
白江陽
馳川彩
馳川彩
中川晴菜
高橋咲生
坂本・遠田・塩谷・長沼・　
谷口・金田
坂本大征
遠田琉太朗
塩谷瑠香
納屋・河原・片岡
渡邊・中村・東川
納屋凜奈
河原雛
片岡美緒
渡邊八重
中村栞七
納屋・松村・村崎・藤池・　
道下・杉本
松村歩乃花
竹中繭
納屋沙也奈
太田・江野・井駒・絹川・　
二口・東谷
太田圭悟
中島・山崎・脇澤・桶・　　
小林・石黒
中島吹士
沖野・中川・本多・中田・　
橋本・瀬尾
若林柚杏
能﨑千尋
龍造寺有紗
平井美乃
桜井真緒
板村真衣
髙田茂々香
米田萌恵
２年／大久保・柳・中村・野村・笹原・　　　
　松本・蓮沼・中西・西田・坂本
１年／北原・長原

２年／武生・手塚・森田・　
　天井・磯見・渡邉・金山・
　石川・大屋・嶋田・表
１年／東・武内・島本

２年／河合穂実
１年／五十嵐香音
１年／山下愛菜
１年／西山蔵
３年／山下・清水
２年／舞谷・山崎・上田・上田（七）
１年／今西

佳良
佳良
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第３位

優　勝

優　勝
第２位
佳良賞

優　勝

優　勝
第２位
第３位

佳良（４位）
佳良（６位）

第２位

第２位
第３位
佳良

第２位

優　勝

第２位

佳良

第２位

優　勝
２回戦敗退
１回戦敗退
２回戦敗退
１回戦敗退
第３位
第３位

１回戦敗退

表　帆風　優秀賞
金山　響　優良賞

佳作
佳作
佳作
佳作

参加
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［ 運　動　部 ］ （令和３年１月現在）

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績

陸 上 競 技 部
卓 球 部

女子バスケ部

男子バスケ部

男子バレー部

女子バレー部

ソフトボール部

ハンドボール部

バドミントン部

テ ニ ス 部
ソフトテニス部

野 　球　 部

サ ッ カ ー 部

チアリーディング部

部 活 動 名

第７位
３回戦敗退（1-3羽咋工業）
２回戦敗退（0-3遊学館）

ベスト16（北信越選抜大会個人出場）
ベスト32
ベスト32
ベスト32

第３位
第３位

１回戦敗退
２回戦敗退
ベスト８
第３位
優　勝
優　勝

１回戦敗退
ベスト８
第３位
第３位

優勝・文部科学大臣特別賞
２位・スポーツ庁長官特別賞

ベスト８
ベスト８
第３位
ベスト16
ベスト16
２回戦敗退
優　勝
第２位
第３位
ベスト８
ベスト16
ベスト16
優　勝
第２位
第２位
ベスト８
ベスト16

第３位（ベスト４）

２回戦敗退
予選リーグ敗退

第６位

第11位

金丸希望

常本梨乃
眞田采奈
堀口朋花
東愛子
梁・今川・上森・金子・藏方・
清水・畑・森・川島・竹中・　
本江・宮本・山田・山本・　
小林・西川・山田

川畑
捻原
大灘
野々市・加藤、髙崎・濱里

番匠・山本、熊岡・岡島
番匠

中村・村井組
和田・田中組

和田
中村・村井組
作田・西組

田中萌・西組

田中萌・西組
対　金沢龍谷（5-0）勝
対　北陸学院（6-4）勝
対　遊学館（3-0）勝
対　航空石川（5-6）負
対　寺井（2-4）負
対　金沢学院（3-6）負

Ⓐ庄田・南島・裏野・島・　
　宮下・元田・山本・吉田 
Ⓑ桑原・中川・縄・西出・　
　蓮野・松田・宮本・米田 

女子100mH　
男子団体
女子団体
女子シングルス

女子シングルス

女子ダブルス
女子団体
女子ダブルス
女子シングルス
団体
女子ダブルス

団体
個人女子ダブルス

団体
個人女子ダブルス
団体
団体
個人女子ダブルス
1回戦
2回戦
準々決勝
準決勝
２回戦
地区大会
高校選手権　県大会
県新人大会
チアリーディングスピ
リッツ高等学校の部
（ⒶⒷ2チーム）

令和2年度石川県高校新人陸上競技大会
令和2年度石川県高等学校新人大会卓球競技

令和2年度石川県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技代替大会

令和2年度石川県高等学校バスケットボール選手権大会
令和2年度石川県高等学校新人バスケットボール大会
令和2年度石川県高等学校バスケットボール選手権大会
令和2年度石川県高等学校新人バスケットボール大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会石川県大会
令和2年度石川県高等学校バレーボール新人大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会石川県大会
令和2年度石川県高等学校バレーボール新人大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会
石川県高校総体代替大会ソフトボール競技
令和2年度石川県高等学校新人体育大会ソフトボール競技
令和2年度石川県高等学校新人体育大会ハンドボール競技
高校選抜大会北信越決定戦
石川県高等学校バドミントン3年生大会2020大会

令和2年度石川県高等学校新人体育大会
バドミントン競技

令和2年度石川県高等学校新人体育大会テニス競技
県高校総合体育大会ソフトテニス競技

金沢地区代替大会
石川県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

代替大会

金沢地区高等学校ソフトテニス夏季大会
石川県高等学校ソフトテニス新人大会金沢地区予選
金沢地区高等学校ソフトテニス秋季大会
令和2年度石川県高等学校ソフトテニス新人大会

石川県高等学校野球大会

第143回北信越地区高等学校野球石川県大会
第28回石川県高等学校野球1年生大会
令和2年度全国高等学校サッカー選手権大会県大会
令和2年度石川県高等学校新人大会サッカー競技
第15回北信越チアリーディング選手権大会

出場1チームのため順位つかず

最優秀賞

第２位
第３位
第１位

第１位
第２位
第２位
第１位
第３位
第１位

出場予定

出場予定
出場予定
出場予定
出場予定
出場予定

中村（金商）0-1高平（津幡）1回戦敗退
中村（金商）0-2吉本（県工）2回戦敗退

芳炭・山森・茶谷・　　　　
杉森・中浦
大畑・山下・山田・小森・　
角・西村・増田
中川由菜
得能百那子
中川・船本・得能・小山・　
古田・小北・中村・多々見
中川由菜・得能百那子
小北采奈・古田花
番場妃菜・細洞華
川上胡葉
中江幸子
細洞華
中川・船本・得能・小山・　
古田・小北・中村・多々見
中川由菜・得能百那子
小北采奈・古田花
番場妃菜・細洞華
川上胡葉
細洞華
２年 中村 葵
２年 中村 葵

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績

第15回北信越チアリーディング選手権大会

令和2年度石川県高等学校総合体育大会
少林寺拳法競技代替大会　

令和2年度石川県高等学校新人体育大会
少林寺拳法競技　

令和2年度全国高等学校選抜大会少林寺拳法競技

第62回石川県高等学校剣道加賀地区大会
令和2年度石川県高等学校新人体育大会剣道競技

チアリーディング部

少林寺拳法部

剣 道 部

部 活 動 名

スモールグループス演技競
技女子部門高等学校の部
団体演武

女子単独演武

団体演武

自由組演武

規定組演武
規定単独演武

弁論の部
団体演武

自由組演武

規定組演武
規定単独演武
弁論の部
個人試合 高校男子の部
男子個人戦

［ 文化部・商業部 ］

きらめき賞
優秀賞
第２位
優　勝
第２位
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
第２位
第３位
佳良
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第２位
優　勝
優　勝
優　勝
第２位
第３位

吹 奏 楽 部

Ｅ Ｓ Ｓ 部

珠算・電卓部

いしかわ吹奏楽コンサート
第26回日本管楽器合奏コンテスト
第47回石川県高等学校文化連盟商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会　

北井・笹山・出口
北井愛希子
出口輝
清水理紗
清水理紗
清水理紗
清水理紗
中川・白江・馳川
中川晴菜
馳川彩
白江陽
高橋咲生
馳川彩
白江陽
中川晴菜
中川晴菜
高橋咲生
白江陽
清水理紗
清水理紗
清水理紗
清水理紗
中川・白江・高橋
中川晴菜
白江陽
馳川彩

WEB総選挙　
予選審査会
英語レシテーション競技  団体
　　　　　　　　　個人

珠算競技　　個人総合
　　（種目別）読上暗算
　　　　　　応用計算
　　　　　　読上算　
電卓競技　　団体総合
　　　　　　個人総合

　　（種目別）応用計算

　　　　　　読上算

珠算競技　　個人総合
　　（種目別）読上暗算
　　　　　　応用計算
　　　　　　読上算　
電卓競技　　団体総合
　　　　　　個人総合

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

珠算・電卓部

ワープロ部

簿記研究部

情報処理部

競技かるた部

美 術 部

演 劇 部
フラワーアレンジメント部
書 道 部

観光研究部
茶 道 部
写 真 部

合 唱 部

インターアクト部

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会　

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高文連商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高文連商業部新人競技大会

令和2年度第28回石川県高等学校かるた選手権大会

秋の高文連金沢地区美術展（展示）

今年度大会なし
今年度大会なし
令和2年度　金沢地区美術展

今年度大会なし
今年度大会なし
令和2年度　石川県学生写真コンクール

第84回石川県高等学校合同音楽会代替大会

今年度大会なし

電卓競技　　個人総合

　　（種目別）応用計算

　　　　　　読上算

ワープロ競技　団体

　　　　　　　個人

ワープロ競技　団体

　　　　　　　個人

簿記会計競技　団体

　　　　　　　個人

簿記会計競技　団体

　　　　　　　個人
情報処理競技　団体

　　　　　　　個人
情報処理競技　団体

Ⅱ部（経験者）　A組

　　　　　　　B組

Ⅲ部（初心者）　A組
　　　　　　　B組

秋の高文連金沢地区美術
展（展示）

写真コンクール特別展

高橋咲生
伊藤天音
中川晴菜
白江陽
馳川彩
馳川彩
中川晴菜
高橋咲生
坂本・遠田・塩谷・長沼・　
谷口・金田
坂本大征
遠田琉太朗
塩谷瑠香
納屋・河原・片岡
渡邊・中村・東川
納屋凜奈
河原雛
片岡美緒
渡邊八重
中村栞七
納屋・松村・村崎・藤池・　
道下・杉本
松村歩乃花
竹中繭
納屋沙也奈
太田・江野・井駒・絹川・　
二口・東谷
太田圭悟
中島・山崎・脇澤・桶・　　
小林・石黒
中島吹士
沖野・中川・本多・中田・　
橋本・瀬尾
若林柚杏
能﨑千尋
龍造寺有紗
平井美乃
桜井真緒
板村真衣
髙田茂々香
米田萌恵
２年／大久保・柳・中村・野村・笹原・　　　
　松本・蓮沼・中西・西田・坂本
１年／北原・長原

２年／武生・手塚・森田・　
　天井・磯見・渡邉・金山・
　石川・大屋・嶋田・表
１年／東・武内・島本

２年／河合穂実
１年／五十嵐香音
１年／山下愛菜
１年／西山蔵
３年／山下・清水
２年／舞谷・山崎・上田・上田（七）
１年／今西

佳良
佳良
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第３位

優　勝

優　勝
第２位
佳良賞

優　勝

優　勝
第２位
第３位

佳良（４位）
佳良（６位）

第２位

第２位
第３位
佳良

第２位

優　勝

第２位

佳良

第２位

優　勝
２回戦敗退
１回戦敗退
２回戦敗退
１回戦敗退
第３位
第３位

１回戦敗退

表　帆風　優秀賞
金山　響　優良賞

佳作
佳作
佳作
佳作

参加
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［ 運　動　部 ］ （令和３年１月現在）

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績

陸 上 競 技 部
卓 球 部

女子バスケ部

男子バスケ部

男子バレー部

女子バレー部

ソフトボール部

ハンドボール部

バドミントン部

テ ニ ス 部
ソフトテニス部

野 　球　 部

サ ッ カ ー 部

チアリーディング部

部 活 動 名

第７位
３回戦敗退（1-3羽咋工業）
２回戦敗退（0-3遊学館）

ベスト16（北信越選抜大会個人出場）
ベスト32
ベスト32
ベスト32

第３位
第３位

１回戦敗退
２回戦敗退
ベスト８
第３位
優　勝
優　勝

１回戦敗退
ベスト８
第３位
第３位

優勝・文部科学大臣特別賞
２位・スポーツ庁長官特別賞

ベスト８
ベスト８
第３位
ベスト16
ベスト16
２回戦敗退
優　勝
第２位
第３位
ベスト８
ベスト16
ベスト16
優　勝
第２位
第２位
ベスト８
ベスト16

第３位（ベスト４）

２回戦敗退
予選リーグ敗退

第６位

第11位

金丸希望

常本梨乃
眞田采奈
堀口朋花
東愛子
梁・今川・上森・金子・藏方・
清水・畑・森・川島・竹中・　
本江・宮本・山田・山本・　
小林・西川・山田

川畑
捻原
大灘
野々市・加藤、髙崎・濱里

番匠・山本、熊岡・岡島
番匠

中村・村井組
和田・田中組

和田
中村・村井組
作田・西組

田中萌・西組

田中萌・西組
対　金沢龍谷（5-0）勝
対　北陸学院（6-4）勝
対　遊学館（3-0）勝
対　航空石川（5-6）負
対　寺井（2-4）負
対　金沢学院（3-6）負

Ⓐ庄田・南島・裏野・島・　
　宮下・元田・山本・吉田 
Ⓑ桑原・中川・縄・西出・　
　蓮野・松田・宮本・米田 

女子100mH　
男子団体
女子団体
女子シングルス

女子シングルス

女子ダブルス
女子団体
女子ダブルス
女子シングルス
団体
女子ダブルス

団体
個人女子ダブルス

団体
個人女子ダブルス
団体
団体
個人女子ダブルス
1回戦
2回戦
準々決勝
準決勝
２回戦
地区大会
高校選手権　県大会
県新人大会
チアリーディングスピ
リッツ高等学校の部
（ⒶⒷ2チーム）

令和2年度石川県高校新人陸上競技大会
令和2年度石川県高等学校新人大会卓球競技

令和2年度石川県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技代替大会

令和2年度石川県高等学校バスケットボール選手権大会
令和2年度石川県高等学校新人バスケットボール大会
令和2年度石川県高等学校バスケットボール選手権大会
令和2年度石川県高等学校新人バスケットボール大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会石川県大会
令和2年度石川県高等学校バレーボール新人大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会石川県大会
令和2年度石川県高等学校バレーボール新人大会
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会
石川県高校総体代替大会ソフトボール競技
令和2年度石川県高等学校新人体育大会ソフトボール競技
令和2年度石川県高等学校新人体育大会ハンドボール競技
高校選抜大会北信越決定戦
石川県高等学校バドミントン3年生大会2020大会

令和2年度石川県高等学校新人体育大会
バドミントン競技

令和2年度石川県高等学校新人体育大会テニス競技
県高校総合体育大会ソフトテニス競技

金沢地区代替大会
石川県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

代替大会

金沢地区高等学校ソフトテニス夏季大会
石川県高等学校ソフトテニス新人大会金沢地区予選
金沢地区高等学校ソフトテニス秋季大会
令和2年度石川県高等学校ソフトテニス新人大会

石川県高等学校野球大会

第143回北信越地区高等学校野球石川県大会
第28回石川県高等学校野球1年生大会
令和2年度全国高等学校サッカー選手権大会県大会
令和2年度石川県高等学校新人大会サッカー競技
第15回北信越チアリーディング選手権大会

出場1チームのため順位つかず

最優秀賞

第２位
第３位
第１位

第１位
第２位
第２位
第１位
第３位
第１位

出場予定

出場予定
出場予定
出場予定
出場予定
出場予定

中村（金商）0-1高平（津幡）1回戦敗退
中村（金商）0-2吉本（県工）2回戦敗退

芳炭・山森・茶谷・　　　　
杉森・中浦
大畑・山下・山田・小森・　
角・西村・増田
中川由菜
得能百那子
中川・船本・得能・小山・　
古田・小北・中村・多々見
中川由菜・得能百那子
小北采奈・古田花
番場妃菜・細洞華
川上胡葉
中江幸子
細洞華
中川・船本・得能・小山・　
古田・小北・中村・多々見
中川由菜・得能百那子
小北采奈・古田花
番場妃菜・細洞華
川上胡葉
細洞華
２年 中村 葵
２年 中村 葵

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績

第15回北信越チアリーディング選手権大会

令和2年度石川県高等学校総合体育大会
少林寺拳法競技代替大会　

令和2年度石川県高等学校新人体育大会
少林寺拳法競技　

令和2年度全国高等学校選抜大会少林寺拳法競技

第62回石川県高等学校剣道加賀地区大会
令和2年度石川県高等学校新人体育大会剣道競技

チアリーディング部

少林寺拳法部

剣 道 部

部 活 動 名

スモールグループス演技競
技女子部門高等学校の部
団体演武

女子単独演武

団体演武

自由組演武

規定組演武
規定単独演武

弁論の部
団体演武

自由組演武

規定組演武
規定単独演武
弁論の部
個人試合 高校男子の部
男子個人戦

［ 文化部・商業部 ］

きらめき賞
優秀賞
第２位
優　勝
第２位
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
第２位
第３位
佳良
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第２位
優　勝
優　勝
優　勝
第２位
第３位

吹 奏 楽 部

Ｅ Ｓ Ｓ 部

珠算・電卓部

いしかわ吹奏楽コンサート
第26回日本管楽器合奏コンテスト
第47回石川県高等学校文化連盟商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会　

北井・笹山・出口
北井愛希子
出口輝
清水理紗
清水理紗
清水理紗
清水理紗
中川・白江・馳川
中川晴菜
馳川彩
白江陽
高橋咲生
馳川彩
白江陽
中川晴菜
中川晴菜
高橋咲生
白江陽
清水理紗
清水理紗
清水理紗
清水理紗
中川・白江・高橋
中川晴菜
白江陽
馳川彩

WEB総選挙　
予選審査会
英語レシテーション競技  団体
　　　　　　　　　個人

珠算競技　　個人総合
　　（種目別）読上暗算
　　　　　　応用計算
　　　　　　読上算　
電卓競技　　団体総合
　　　　　　個人総合

　　（種目別）応用計算

　　　　　　読上算

珠算競技　　個人総合
　　（種目別）読上暗算
　　　　　　応用計算
　　　　　　読上算　
電卓競技　　団体総合
　　　　　　個人総合

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

大　会　名 種　目　等 選　手　名 順位・成績部 活 動 名

珠算・電卓部

ワープロ部

簿記研究部

情報処理部

競技かるた部

美 術 部

演 劇 部
フラワーアレンジメント部
書 道 部

観光研究部
茶 道 部
写 真 部

合 唱 部

インターアクト部

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高等学校文化連盟
商業部新人競技大会　

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高文連商業部新人競技大会

令和2年度石川県商業競技大会
（高文連商業部競技代替大会）　

令和2年度第47回石川県高文連商業部新人競技大会

令和2年度第28回石川県高等学校かるた選手権大会

秋の高文連金沢地区美術展（展示）

今年度大会なし
今年度大会なし
令和2年度　金沢地区美術展

今年度大会なし
今年度大会なし
令和2年度　石川県学生写真コンクール

第84回石川県高等学校合同音楽会代替大会

今年度大会なし

電卓競技　　個人総合

　　（種目別）応用計算

　　　　　　読上算

ワープロ競技　団体

　　　　　　　個人

ワープロ競技　団体

　　　　　　　個人

簿記会計競技　団体

　　　　　　　個人

簿記会計競技　団体

　　　　　　　個人
情報処理競技　団体

　　　　　　　個人
情報処理競技　団体

Ⅱ部（経験者）　A組

　　　　　　　B組

Ⅲ部（初心者）　A組
　　　　　　　B組

秋の高文連金沢地区美術
展（展示）

写真コンクール特別展

高橋咲生
伊藤天音
中川晴菜
白江陽
馳川彩
馳川彩
中川晴菜
高橋咲生
坂本・遠田・塩谷・長沼・　
谷口・金田
坂本大征
遠田琉太朗
塩谷瑠香
納屋・河原・片岡
渡邊・中村・東川
納屋凜奈
河原雛
片岡美緒
渡邊八重
中村栞七
納屋・松村・村崎・藤池・　
道下・杉本
松村歩乃花
竹中繭
納屋沙也奈
太田・江野・井駒・絹川・　
二口・東谷
太田圭悟
中島・山崎・脇澤・桶・　　
小林・石黒
中島吹士
沖野・中川・本多・中田・　
橋本・瀬尾
若林柚杏
能﨑千尋
龍造寺有紗
平井美乃
桜井真緒
板村真衣
髙田茂々香
米田萌恵
２年／大久保・柳・中村・野村・笹原・　　　
　松本・蓮沼・中西・西田・坂本
１年／北原・長原

２年／武生・手塚・森田・　
　天井・磯見・渡邉・金山・
　石川・大屋・嶋田・表
１年／東・武内・島本

２年／河合穂実
１年／五十嵐香音
１年／山下愛菜
１年／西山蔵
３年／山下・清水
２年／舞谷・山崎・上田・上田（七）
１年／今西

佳良
佳良
優　勝
第２位
第３位
優　勝
第２位
第３位

優　勝

優　勝
第２位
佳良賞

優　勝

優　勝
第２位
第３位

佳良（４位）
佳良（６位）

第２位

第２位
第３位
佳良

第２位

優　勝

第２位

佳良

第２位

優　勝
２回戦敗退
１回戦敗退
２回戦敗退
１回戦敗退
第３位
第３位

１回戦敗退

表　帆風　優秀賞
金山　響　優良賞

佳作
佳作
佳作
佳作

参加



41



42



43



44

野 球 部

▲ 2020.3.9 北陸中日新聞

▲  2020.1.27 北國新聞

▲ 2020.7.24 北國新聞

▲  2020.7.27 北國新聞
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書道部

観光部

㈱王座金商

コンテスト

▲ 2020.1.31 北陸中日新聞

▲ 2020.8.2 北國新聞

▼ 2021.2.13 北陸中日新聞 

2021.2.11 北陸中日新聞 ▲
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一	

亀
の
尾
山
の
　
松
が
枝
や

常
盤
の
蔭
に
　
地
を
占
め
て

千
代
も
動
か
ぬ
　
い
し
ず
ゑ
に

聳そ
び

え
て
立
て
る
　
学
の
舎

［
合
唱
］　
　
　
　（
御
国
の
急
務
よ
）

富
国
を
計
る
は
　
世
界
に
先
立
つ

急
務
の
国
是
よ

二	

な
べ
て
賢
き
　
世
の
人
は

心
に
徳
を
　
養
ひ
て

身
に
は
威
儀
を
ば
　
整
へ
て

言
の
葉
さ
へ
も
　
禮い
や

や
か
に

［
合
唱
］

富
国
を
計
る
は
　
北
国
男
児
の

本
領
な
れ
や

三	

さ
て
も
こ
の
世
に
　
身
を
立
て
て

富
国
の
基
を
　
計
り
つ
つ

君
の
か
し
こ
き
　
御
恵
に

報
ひ
む
こ
と
ぞ
　
吾
が
務

［
合
唱
］　
　
　
　（
御
国
の
急
務
よ
）

富
国
を
計
る
は
　
世
界
に
先
立
つ

急
務
の
国
是
よ

（
い
ざ
や
）

四	

励
め
旦あ
け
く
れ暮

　
師
の
訓

皆
が
ら
身
に
は
　
行
ひ
て

あ
れ
は
勅み
こ
と語
の
　
御み
む
ね旨
に
も

協か
な
へむ
と
の
み
　
励
め
た
だ

［
合
唱
］

富
国
を
計
る
は
　
北
国
男
児
の

本
領
な
れ
や

石
川
県
立
金
沢
商
業
学
校
　

校
歌

金
　
　
商
　
作
詞
：
越
村
信
三
郎

第
二
校
歌

金
　
　
　
商
　
作
詞
：
鳥
居
　
忱

校
歌「
富
国
」

一	

神
の
啓さ
と

し
を
　
花
に
う
け

人
の
悟
り
を
　
星
に
解
く

董
が
丘
の
　
学
び
舎
に

真
と
善
美
を
　
憧
る
る

わ
が
師
の
君
と
　
教
へ
子
は

心
一
つ
に
　
睦
ぶ
か
な

二	

太
平
洋
上
　
波
蒼
く

鯨
の
吼
ゆ
る
　
北
の
海

大
和
男
の
子
の
　
住
む
国
に

経
済
難
の
　
声
高
し

あ
あ
今
吾
等
　
立
た
ず
ん
ば

四
海
の
蒼た

み生
を
如
何
に
せ
む

三	

正
義
に
勇
む
　
ま
す
ら
を
の

血
を
盛
る
五
尺
の
　
此
の
肉
を

馬
革
に
つ
つ
む
　
意
気
あ
ら
ば

八
重
の
汐
路
は
　
何
か
あ
る

鳴
呼
黒
汐
に
　
棹
さ
し
て

行
け
橄か

ん
ら
ん欖

の
咲
く
国
へ

四	

楼
閣
高
く
　
天
を
摩
し

聖
人
の
訓
へ
　
地
に
墜
ち
て

人
栄

に
　
耽ふ
け

る
と
き

警
醒
の
鐘
　
乱
打
し
て

富
国
の
基
　
き
づ
か
ん
と

集
ま
る
健
児
　
八
百
人

五	

我
に
突
く
べ
き
　
槍
も
な
く

我
に
守
ら
む
　
楯
も
な
し

さ
れ
ど
漲

み
な
ぎ
る
　
紅
き
血
と

不
撓
不
屈
の
　
剛
毅
も
て

金
商
校
旗
　
ゆ
く
と
こ
ろ

常
勝
の
意
気
　
火
と
燃
ゆ
る



一	

古
城
の
東
　
董す
み
れ

台

崇た
か

き
希の
ぞ
み望
に
　
集つ
ど

ひ
来き

し

我
等
の
幸
よ
　
象
徴
の

星
に
久く
お
ん遠

の
　
光
あ
り

溢
る
ゝ
情こ
こ
ろ熱

　
一
筋
に

真
理
の
淵
を
　
究
め
な
む

二	

朝
日
映は

ゆ
る
　
白
山
や

タ
潮
と
よ
む
　
越
の
海

浄き
よ

ら
に
毅た
け

き
　
啓さ
と
し示

あ
り

あ
ゝ
若
人
の
　
夢
は
る
か

知
性
の
泉
　
掬む
す

び
つ
ゝ

真
実
の
道
　
進
ま
な
む

三	

さ
や
け
く
明
け
よ
　
美う
ま

し
国

寄
す
る
文
化
の
　
新に
ひ
じ
ほ潮

に

古
き
伝つ
た
へ統

を
　
清
め
つ
ゝ

理
想
は
高
し
　
自
治
の
園

い
ざ
や
我
が
友
　
高
ら
か
に

永と

は遠
の
生い
の
ち命
を
　
讃た
た

へ
な
む

石
川
県
立
金
沢
菫
台
高
等
学
校
　

校
歌

菫
台
高
校
　
作
詞
：
瀬
川
政
尾

校
　
　
歌

4747
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一	

北
都
の
王
座
　
す
み
れ
が
丘

ふ
る
き
歴
史
に
　
か
が
や
く
伝
統

に
な
へ
る
母
校
よ
　
と
は
に
は
え
あ
れ

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
わ
れ
ら
が
金
商

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
世
紀
の
使
命

は
た
す
は
わ
れ
ら
　
若
人
わ
れ
ら

二	

希
望
の
つ
ば
さ
に
　
夢
を
の
せ
て

加
賀
の
平
野
に
　
は
ば
た
く
わ
れ
ら

七
つ
の
海
に
　
国
富
を
ひ
ら
く

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
わ
が
エ
ル
ド
ラ
ド

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
文
化
の
金
字
塔

き
づ
く
は
わ
れ
ら
　
若
人
わ
れ
ら

三	

あ
ふ
る
る
青
春
　
み
な
ぎ
る
カ

マ
ー
キ
ュ
リ
か
ざ
し
て
　
ふ
る
ひ
立
て
ば

ほ
ほ
ゑ
む
勝
利
に
　
誇
り
あ
た
ら
し

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
わ
れ
ら
が
い
さ
を

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
不
滅
の
記
録

た
つ
る
は
わ
れ
ら
　
若
人
わ
れ
ら

四	

朝
な
夕
な
の
　
窓
に
も
ゆ
る

医
王
の
ア
ル
ペ
ン
　
浅
野
の
ラ
イ
ン

つ
き
せ
ぬ
お
も
ひ
は
　
三
と
せ
と
め
ぐ
る

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
わ
れ
ら
が
友
よ

グ
ロ
リ
ア
　
グ
ロ
リ
ア
　
わ
が
ア
ル
マ
マ
ー
タ
ー

わ
す
れ
じ
わ
れ
ら
　
若
人
わ
れ
ら

石
川
県
立
金
沢
商
業
高
等
学
校
　

校
歌

金
商
高
　
作
詞
：
越
村
信
三
郎

校
　
歌



　

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、新
た
に
金
商
菫
台
同
窓
会
の
事

務
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
金
商
高
18
期

の
西
野
で
す
。

　

昨
年
９
月
に
山
科
直
前
事
務
局
長
よ
り

引
継
ぎ
ま
し
た
が
、ま
だ
分
か
ら
ぬ
こ
と
が

多
く
あ
り
、手
探
り
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
も
終
息
に
向
け
、道
の
り
が
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、１

２
０
周
年
記
念
事
業
も
令
和
３
年
に
延
期

さ
れ
、学
校
は
も
と
よ
り
世
間
全
般
に
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

時
こ
そ「
友
情
の
つ
ど
い
」で
あ
る
絆
を
も
っ

て
、同
窓
会
の
結
束
を
深
め
る
必
要
が
あ
る

編
集
後
記

事 

務 

局 

長　

西
野　

秀
夫

編 

集 

委 

員　

吉
田　

弘
之　

藤
垣　

晴
夫

高
嶋　

一
明　

高
橋　

嘉
孝　

河
崎　

吉
則

岩
本　

幸
子　

村
田　

修
二　

成
保
外
美
恵

北
村　

由
美　

小
木　

法
子

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。私
ど
も
卒
業

生
一
同
が
個
々
の
力
を
結
集
し
て
、母
校
発

展
の
た
め
尽
く
す
こ
と
を
心
に
お
き
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、同
窓
会
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
金
商
菫
台
プ
レ
ス
に
関
し
ま
し
て

は
、こ
れ
か
ら
若
い
人
た
ち
の
寄
稿
も
増
や

し
て
い
き
た
い
と
の
要
望
も
あ
り
、１
桁
期
・

10
〜
40
代
期
卒
の
方
に
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、皆
様
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。第
61
号
に
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
学
校
関

係
、お
よ
び
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
、編
集
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
西
野
・
記
）

2021年度総会（令和３年度）
令和３年８月21日㊏にホテル金

沢にて開催

予定です。
会員、皆様の参加をお待ちしてお

ります。

同窓会ホームページに【関東支部】【関西支部】【各
同期・クラス会等のご案内】があります。各同期会・ク
ラス会・その他会合の開催案内等を掲載いたしま
す。また、住所変更・物故者等の連絡を事務局まで
お願いいたします。

令和3年美術
展は、新型コロ

ナウイルス感染
症

のため、中止と
なりました。

日　時／令和3年11月14日㊐
場　所／石川県立音楽堂コンサートホール
祝賀会／ホテル金沢 

金商菫台同窓会

創立120周年記念
全国大会

今回出稿した原稿は、より読みやすくするために執筆者に了解なく文章の一部を加筆、修正した箇所がありますのでご了承ください。

金商菫台同窓会本部 （事務局）
〒920-0942 石川県金沢市小立野5丁目4番1号
　　　　　 石川県立金沢商業高等学校内
TEL. 076-225-8326　FAX. 076-225-8327

■同窓会ホームページ
URL http://www.kinsyoukindai.jp/
E-mail：k-otoiawase@kinsyoukindai.jp

■学校ホームページ
URL https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/̃shough/NC2/htdocs/
E-mail：shough@ml.ishikawa-c.ed.jp

■金商菫台同窓会 関東支部
〒146-0092 東京都大田区下丸子2-13-5-411
　　　　　長　明博  方
TEL＆FAX. 03-3756-1718
E-mail：akicho-alt@m03.itscom.net

■金商菫台同窓会 関西支部
〒665-0842 兵庫県宝塚市川面5-17-21
　　　　　髙桑 外昭  方
TEL. 079-783-6516
E-mail：stakakw@leto .eonet .ne . jp

◎
役
員
関
係（
本　

部
）

　
　
顧
　
問 

岡
田 

尚
壮 

様（
菫
台
４
期
）

物
故
者（
判
明
分
の
み
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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